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構
墓
実
験
◎
最
近
●
醐
遂
に
つ
い
で

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

一

は
じ
め
に

平
成
一
〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢新
た
な
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
｣
に
お
い
て
は

｢道
路
政
策
の
進
め
方
の
改

革
｣
が
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
に

対
す
る
着
実
な
履
行
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
目
的
と
効
果

を
確
認
し
て
投
資
を
判
断
す
る
時
代
へ
の
変
換
を
示
す
も

の
で
あ
り
ま
す
。

社
会
実
験
は
こ
の

｢道
路
政
策
の
進
め
方
の
改
革
｣
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
地
域
か
ら
発
案
さ
れ
た
先

進
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
性
や
課
題
を
確
認
す

る
た
め
、
関
係
者
が
協
働
し
て
社
会
実
験
を
実
施
し
、
本

格
実
施
に
向
け
た
判
断
材
料
と
す
る
と
い
う
一
連
の
取
組

み
で
す
。
こ
れ
は
行
政
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
明

確
に
し
、
国
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
今
後
の
施
策
実
施
に
向

け
て
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
平
成
=

年
度
か
ら
道
路

に
関
す
る
新
し
い
施
策
に
つ
い
て
の
社
会
実
験
を
一
般
よ

り
公
募
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
各
地

域
で
、
道
路
空
間
の
使
い
方
の
工
夫
や
渋
滞
対
策
、
公
共

交
通
利
用
の
促
進
な
ど
の
様
々
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

二

社
会
実
験
の
公
募
制
度

社
会
実
験
は
地
域
の
方
々
の
参
加
を
頂
き
つ
つ
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
施
策
の
導
入
を
目
指
し
て
実
験
を

試
行
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
地
域
の
自
治
体
や
N

P
O
な
ど
の
方
々
が
自
ら
地
域
の
抱
え
る
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
解
決
策
を
試
行
す
る
た
め
の
社
会
実
験
の

計
画
を
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
実
験
を
実
施
す
る
施
策
を
一
般

か
ら
公
募
し
、
地
域
と
と
も
に
実
験
の
実
施
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
社
会
実
験
と
し
て
選
定
さ
れ
た
地
域
で

は
、
実
験
計
画
の
策
定
費
用
、
仮
設
物
等
の
設
置
や
借
用

に
関
す
る
費
用
、
効
果
把
握
の
た
め
の
調
査
費
用
等
、
実

験
に
必
要
な
経
費
を
国
土
交
通
省
が
負
担
し
ま
す
。

1

施
策
の
要
件

社
会
実
験
と
し
て
応
募
す
る
た
め
に
は
、
実
験
す
る
施

策
が
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
道
路
に
関
す
る
新
し
い
施
策
で
あ
る
こ
と
。

②
対
象
と
な
る
施
策
が
、
本
格
実
施
時
に
は
法
令
、
そ

の
他
諸
制
度
の
変
更
等
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て

4 通行セ 2001 11



◎地域の課題の明確化
地域の将瀦饑を立案し、抱えている問題･課
題を明確化します。

◎先蓬的窓施策の立案
将来像を実現するための取野組みについて、
その内容や合意すべき事項等を整理し、実
験内容を立案します。

◎巽蹴験実施体制づくり
計画の立案者だけでなく、利用爲や洲舩"住民、
公的機関なとの関係組織を含めた実験実
施体制(協議会など)を組織いたします。

◎襲一輪聾施計画の策定
実験実施体制の中で問題解決に向けた議
論を通し、具体的な実験鱈計画を策定します。

社会裏験の公聴

　　　　　
道路管理者や地域住民など関係者が協働

7歳を期し、蕨 醸しますo
◎疑藪惣見直し
実験の実施中でも、参加者から寄せられた
意見などをもとに、実験内容を柔軟に見直
します。

◎藁…鹸
籤諸費用の蔓聽

計画立案、広報、施設の仮設･借用、調査、分
析など瑛嬢に必要な諸費用を支援します。

◎巽一輪結果の難幅
実験実施における各地域の工夫や、施策の
導入についての判断材料などをとりまとめ、
全国へ発露します。

◎巽験結果の評価･分析
実験結果を整理分析し、施策の本格実施、
施策内容の見直し、施策導入の中止につい
て判断します。

◎襲}翳
鰹結果の公表

実験で得られた結果だけでなく、実験を行
う上での合意形成プロセスや改善すべき課
題についても公表します。

施策の襄朧腱

^ -- :事もげ 蟇　　　 　 　
　

選
定
さ
れ
る
と
:

◎選定時の着目点
道路に関する施策について、以下の視点から選定を行います。

･新規性、先進性のある取り組みが

･実験に関わる諸団体の準備態勢や合意形成の状況
･実験の規模や内容、評価などが杉紘線られているか

◎期議会による
｢社会実験の推進に関する懇談会(座長:東京商船決学 高橋洋=教感動｣より、実
験内容や進め方についての助言を頂きます。



も
、
実
験
を
実
施
す
る
と
き
に
は
現
行
の
法
令
、
そ

の
他
諸
制
度
の
範
囲
内
で
実
施
可
能
で
あ
る
も
の
。

③
単
年
度
で
実
施
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
実
験
終
了
後

三
ヶ
月
以
内

(但
し
当
該
年
度
末
ま
で
)
に
実
験
の

成
果
に
つ
い
て
報
告
で
き
る
こ
と
。

④
実
験
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
の
公
表
が
可
能
で
あ
る

こ
、と
0

2

応
募
者
の
資
格

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
と
と
も
に
実
験
を

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
な
以
下
の
条
件
を
満
た
す
団
体
、

組
織
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

①
地
方
公
共
団
体
等

(含
む
一
般
事
務
組
合
、
広
域
連

合
)

②
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

(T
M
A
)
な
ど
の
非
営

利
団
体

(N
P
O
)

③
そ
の
他

(渋
滞
対
策
協
議
会
な
ど
の
公
的
な
任
意
団

体
)

た
だ
し
、
②
及
び
③
に
つ
い
て
は
施
策
に
関
連
す
る
地

方
公
共
団
体
が
含
ま
れ
る
団
体
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

3

選
定
の
方
法

応
募
さ
れ
た
施
策
は

｢社
会
実
験
の
推
進
に
関
す
る
懇

談
会

(座
長
"
東
京
商
船
大
学

高
橋
洋
二
教
授
)｣
に

お
い
て
、
次
の
観
点
か
ら
比
較
検
討
さ
れ
、
実
験
実
施
の

候
補
箇
所
と
し
て
国
土
交
通
省
道
路
局
に
推
薦
さ
れ
ま

す
。･

実
施
す
る
施
策
が
新
規
性
･
先
進
性
を
有
し
て
い

る
か

･
実
施
地
域
だ
け
で
な
く
他
の
地
域
に
お
い
て
も
有

効
な
施
策
で
あ
る
か

･
関
係
者
･
関
係
機
関
と
の
調
整
、
必
要
な
施
設
整

備
な
ど
実
験
実
施
に
向
け
た
環
境
が
整
っ
て
い
る

　
　

･
実
験
の
規
模
や
内
容
、
評
価
手
法
が
施
策
を
本
格

的
に
実
施
す
る
上
で
十
分
で
あ
る
か

道
路
局
で
は
推
薦
内
容
を
踏
ま
え
、
｢現
地
で
実
際

,に
実
験
を
行
う
地
域
｣
と

｢実
験
に
向
け
て
計
画
の
具

体
化
や
実
施
体
制
の
充
実
を
図
る
地
域
｣
そ
れ
ぞ
れ
の

区
分
に
つ
い
て
選
定
を
行
い
ま
す
。
平
成
一
四
年
度
の

社
会
実
験
の
公
募
は
平
成
一
四
年
一
月
頃
か
ら
行
い
、

四
月
頃
に
は
実
験
地
域
の
選
定
を
行
う
予
定
で
す
。

三

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
社
会
実
験

こ
れ
ま
で
に
表
1
の
と
お
り
、
平
成

=
年
度
に
六

地
域
、
平
成
三
一年
度
に
九
地
域
が
社
会
実
験
の
実
施
地

域
と
し
て
選
定
さ
れ
、
各
地
域
の
課
題
解
決
や
新
し
い
施

策
の
導
入
に
向
け
て
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
函
館
、
渋
谷
、
広
島
、
高
松
、
熊
本
で
行
わ
れ

た
実
験
に
つ
い
て
は
、
本
特
集
に
お
い
て
実
験
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
つ
い
て
も
、
国
土
交
通
省

表 1 平成12年度までに実施した社会実験

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
結
果
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
参
照
下
さ
い
。

施 策 分 類 対象実験 (実験名･実験地域･実験年度)
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]

弼
整

岼
憎

n
鬘

秤
街

市
岡賤塀

根
に

.･11一

験
ぐ

島

度城*歎
エ
げ
平

ン
る
,(

ボ
つ
市

地
く
村

業
で
中

商
全
県

江
安
知

松
｢
高

e
a

2,
物流、駐車対策 獺渋螂鰊齢ンミソ捻"緘翔

助
端
年

区
銘

地
成

谷
平

渋
(

@

3.
自転車利用環境の向
上 瀞

)

新

度
市

県

年
松

渇

賜
高

新

成
県

･･

平
川

験

(
香

実

市
ー

会

良
み

社

奈
試

の

県
の

化

良
つ

性

奈
三

舌

･･
た

地

験
け

街

実
向

市

会
に

心

社
進

中

｣
推

と

良
｣

ム

奈
松

テ

市
高

ス

部
コ

シ

光
エ

劾
鰐

イ
)
し
始
)

サ
度
さ
ら
度

タ
年
や
か
年

ン
露
に
車
蛇

し
成
境
転
成

勤
平
環
目
平

!田
′‘、｢
-r
1′t、

鮮

0
@

4
･
公
共
交
通
利
用
の
促
進

(リバス利用の促進 ･･

度
)

嫌

年
度

実

12
年

会

成
露

社

平
成

入

(
平

導

市
(

線

館
市

路

函
島

ス

道
広

バ

海
県

の

北
島

へ

.･広

地

験
ー

宅

実
験

住

化
実

存

滑
化

甥
謝
喘

化
)
交
通

滑
度
る
交

円
年
よ
る

の
薹
に
よ

通
成
進
に

交
平
促
携

辺
(

用
達

周
区
利
の

駅
谷
ス
車

、
田
バ
転

区
世
光
目

谷
部
観
と

田
京
環
ス

世
束
循
バ

@

@
@

ド
ド
瓱

笏鰄鰔箋 蹴帷ドーヲ
柿

ド

熊

ン

県

ア

本

ク

熊

一

･･

パ

験

的

実

I

会

P

社

た

ド
肌
身

活

ド

効

ン

妨
)
"

場
度

-

車
年
パ

院
11
線

設
成
沿

施
平
線

業
(

本

商
府
肥
)

前
阪
豊
度

駅
大
圏
年

、
･･
市
露

府
験
都
成

阪
実
本
平

大
会
熊
(

@

◎

(3)自動車の共同利用 度
度

年
年

n
12

成
成

平
平鯛老老海

海
県
県
)

川
川
度

奈
奈
年

神
神
n

i
･成

験
験
平

実
美
(

会
会
市

社
社
田

ド
ド
豊

イ
イ
県

ラ
ラ
知

ド
ド
愛

ン
ン
･･

ア
ア
験

ク
ク
実

一
一
化

パ
パ
滑

･
･
円

コ
コ
通

エ
エ
交

名
名
市

老
老
田

海
海
豊

e
◎
@

(4)T D M総合施策 @鎌倉地域交通円滑化総合実験:神奈川県鎌倉市 (平成11年度)

四

平
成
一
三
年
度
の
社
会
実
験
実
施
地
域
選

麓

定

道

平
成
一
三
年
度
は
三
四
件
の
応
募
の
中
か
ら
実
験
を
実

6 道イテセ 20ol,11



表 2 現地での実験を実施する地域 (14地域)

実施地域 実験名 実験実施状況等

北海道函館市 パークアンドゥオークライド実験 8月に実験実施

北海道小樽市 地域協力による市街地の冬期道路環境改善の社会実験 12月より実験実施予定

栃木県宇都宮市 福祉 ･介護活動を支援する道路整備の社会実験 1l月より実験実施予定

千葉県鎌ヶ谷市 市民参加型交通安全対策の実現に向けた社会実験 11月より実験実施予定

東京都渋谷区 地域一体型ITカーナビ実験 H 14. 2月より実験実施予定

東京都板橋区
･豊島区 いたばし ･としま官民協働自転車が走るまちづくり社会実験 11月に実験実施予定

東京都練馬区 自転車走行空間創出のための路上荷捌きの路外転換実験 12月より実験実施予定

神奈川県藤沢市 湘南地域での共同利用 ･相乗り型自動車交通社会実験 10月より順次実施予定

石川県寺井町 九谷鞠芸の町 ･サンロードを活用した市街地再生実験 11月 3 ~ 4日に実験実施

岐阜県白川村 世界遺産 ･白川郷の交通マネジメント実験 10月に実験を実施

福井県福井市 中心市街地の活性化に向けたトランジットモール等社会実験 10、 11月に実験実施

奈良県飛鳥地域 観光地における歩行者 ･自転車ナビゲーション 10、 11月の日祝日等で実施

大阪市 ･東大阪市 パッケージアプローチによる企業参画型広域T D M実験 H 14, 1月に実験実施予定

鹿児島県国分市 サポーター (バス乗車会員) が支える市内巡回バス事業 11月より実験実施予定

施
す
る
地
域
と
し
て
一
四
箇
所

(表
2
)、
実
験
の
熱
度

を
高
め
る
地
域
と
し
て
一
二
箇
所

(表
3
)
を
選
定
し
ま

し
た
。
選
定
さ
れ
た
施
策
は
バ
ス
の
利
用
促
進
等
T
D
M

に
関
係
す
る
施
策
の
ほ
か
、
道
路
空
間
利
用
な
ど
の
道
路

整
備
に
関
す
る
も
の
や
、
除
雪
と
い
っ
た
維
持
管
理
に
関

社
会
実
験
は
地
域
の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
施
策
を

導
入
す
る
前
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
で
す
。
地
域
の

方
々
に
施
策
を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
施

策
の
プ
ラ
ス
の
点
と
マ
イ
ナ
ス
の
点
を
幅
広
く
評
価
で
き

表 3 実験の熱度を高める地域 (12地域)
策 方 導
の 々 入 裝 五
プ に

す
る
も
の
、
福
祉
に
関
す
る
も
の
等
新
た
な
実
験
テ
ー
マ

が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

実施地域 実験名

福島県福島市 公共交通転換及び中心市街地活性化支援の実験検討

福島県いわき市 高齢化社会に対応した病院循環バス実験

東京都台東区 地域に密着した都市型コミュニティサイクルシステム実験

長野県軽井沢町 国際観光都市軽井沢 ･回遊性向上実験

石川県七尾市 ミニF M局 ･iモードを活用した渋滞対策

京都府京都市 スタイリッシュな自転車を活かした観光都市づくり

岡山県岡山市 公共交通機関の利便性向上など新たな交通体系の実験

愛媛県松山市 エコ松山における ｢歩いて暮らせる街づくり｣ の実現に向けた社会実験

福岡県福岡市 IT Sを用いたインターモビリティの社会実験に向けての検討

福岡県太宰府市 交通渋滞対策のための移動方法転換実験

長崎県
平戸市田平町
江迎町吉井町

オランダ街道交流連携拠点の設置及びバスによる地域間交流実験

沖縄県那覇市 国際通りトランジットマイル実験

ま
た
、
地
域
の
抱
え
る
交
通
等
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
社
会
実
験
に
興
味
を
持
た
れ
た
自
治
体
や
N
P
O
等

の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
道
の
相
談
室
や
管
轄
の
地

方
整
備
局
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
社
会
実
験
へ

の
取
組
み
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
と
し
て
は
社
会
実
験
と
し
て
行
っ
た
施
策

そ
の
も
の
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
実
験
計
画
の
策
定
や
、

関
係
者
に
よ
る
協
力
体
制
の
確
立
な
ど
、
実
験
を
行
う
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の
工
夫
、
実
験
後
の
施
策
の
本
格
的

な
導
入
に
向
け
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、

得
ら
れ
た
知
見
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
現
在
作
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
度
当
初
か
ら
実
験
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
選
定
時
期
を
前
倒
し
す
る
等
、
公

募
制
度
の
改
善
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ら
社
会
実
験
に
関
す
る
情
報
は
国
土
交
通
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
分
[け
べ
き
ヌ
調
《自
己
汗
閃
0き
＼
5
実
て
号
B
ob
NO＼
)

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
適
宜
更
新
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
参

照
下
さ
い
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
市
町
村
や
交
通
問
題
な
ど

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
N
P
O
等
の

方
々
が
情
報
交
換
を
行
う
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
設
置
さ
れ

の 方 の め て 方 地 照 に ム 募 き め 得 な で 関 そ る
取 整 方 に ま い 々 城 下 掲 ぺ こ 制 る て ら 導 の 係 の 国 も
組 篇 々 土 た ま が の さ 1 れ よ お れ プ ‐ 土 の

す 情 課 い さ ジ ら の う り た に ロ に の 交 で
o 報 題 0 れ ( 社 改 に ま 知 。 セ よ の 通 す

る
だ
け
で
な
く
、
施
策
の
考
え
方
へ
の
理
解
が
進
み
、
関

係
者
の
積
極
的
な
施
策
へ
の
参
加
と
合
意
形
成
に
も
資
す
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繍
環
観
光
バ
ス
利
贓
促
進
に
よ
る

蕊
週
鬮
涛
化
実
験
に
つ
い
て

函
館
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

一

は
じ
め
に

函
館
市
は
北
海
道
の
南
端
部
に
位
置
し
て
お
り
、
温
暖

な
気
候
･
恵
ま
れ
た
自
然
･
集
積
さ
れ
た
都
市
機
能
･
異

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
等
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
北

海
道
と
本
州
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、
南
北

海
道
の
行
政
･
経
済
･
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
成
長
を

続
け
て
い
る
。

こ
の
函
館
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
平
成
一
二
年
三
月
末
に
発
生
し
た
有
珠
山
噴

火
の
影
響
も
あ
り
、
平
成

三
一年
度
は
前
年
度
比
七
･

九
%
の
減
少
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
数
は
約

五
〇
〇
万
人
に
達
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
光
客
が
函
館
に
訪
れ
る
際
の
交
通
手
段

は
、
自
家
用
車
が
最
も
多
い
も
の
の
、
函
館
市
内
は
道
路

会
実
験
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

網
が
複
雑
で
あ
る
た
め
観
光
客
に
は
わ
か
り
に
く
く
、
主

要
な
観
光
地
周
辺
で
は
道
に
不
案
内
な
観
光
客
に
よ
る

う
ろ
つ
き
交
通
や
違
法
駐
車
に
よ
る
渋
滞
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る

(写
真
1
、
図
1
j
3
)
。

一
方
、
近
年
の
交
通
需
要
の
増
大
等
に
よ
る
道
路
交
通

問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
都
市
圏
の
交
通
特
性
を
考
慮
し

た
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
等
の
交
通
円
滑

化
施
策
の
推
進
を
目
的
に
、
函
館
都
市
圏
渋
滞
対
策
協
議

会
が
平
成
八
年
に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

通
勤
や
時
差
出
勤
等
の
T
D
M
施
策
の
試
行
を
実
施
し
て

き
て
い
る
。

本
稿
は
、
本
渋
滞
対
策
協
議
会
が
観
光
交
通
に
伴
う
渋

滞
問
題
の
緩
和
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
三
一年
度
に
実

施
し
た
パ
ー
ク
･
ア
ン
ド
･
循
環
観
光
バ
ス
ラ
イ
ド
の
社
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資料 :函館市商工観光部観光室
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図 2 来函交通手段 (平成11年度)
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資料 :函館市商工観光部観光室

図 3 来函交通手段(平成12年度)

二

実
験
概
要

今
回
の
社
会
実
験
は
、
函
館
に
来
訪
す
る
自
家
用
車
利

用
客
を
対
象
に
、
循
環
観
光
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
よ
る

バ
ス
転
換
型
の

｢ノ
ー
マ
イ
カ
ー
観
光
｣
を
促
進
し
、
観

光
自
動
車
交
通
の
抑
制
に
よ
る
渋
滞
緩
和
効
果
、
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
利
便
性
向
上
効
果
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

実
験
で
は
、
観
光
自
動
車
交
通
の
抑
制
策
と
し
て
、
市

内
の
主
要
な
観
光
施
設
を
循
環
す
る
定
期
観
光
バ
ス

｢循

環
フ
リ
ー
タ
イ
ム
コ
ー
ス
｣
(北
郡
交
通
㈱
)
を
利
用
し

た

｢
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
循
環
観
光
バ
ス
ラ
イ
ド
｣
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
実
験
参
加
者
用
の
駐
車
場
と
し
て
、
ル

ー
ト
上
に
あ
る
函
館
駅
近
傍
の
市
営
桟
橋
駐
車
場
を
無
料

で
提
供
し
、
自
家
用
車
か
ら
循
環
観
光
バ
ス
ヘ
の
転
換
を

図
っ
た

(図
4
)。

さ
ら
に
、循
環
観
光
バ
ス
の
利
便
性
向
上
策
と
し
て
は
、

バ
ス
の
位
置
情
報
を
車
両
搭
載
の
G
P
S

(O
げ
び
P
｣

妃
o
の爵
o
口
日
m

の
添
付
B
…
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
)
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
信
し
、
専
用
携
帯
電
話
に
音
声
と
文

字
で
発
信
す
る

｢バ
ス
到
着
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
｣
を
実

施
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
①
利
用
者
が
バ
ス
停
留
所

に
行
か
な
く
て
も
運
行
中
の
バ
ス
接
近
情
報
を
電
話
で
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
入
手
で
き
る
｢バ
ス
到
着
予
想
時
刻
案
内
｣

と
、
②
乗
車
し
た
い
バ
ス
を
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
バ
ス
の
接
近
情
報
が
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
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図 4 循環観光バスルートとバス停留所 ･駐車場位置
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図 1 観光客入り込み数の推移



　

　

　
　

　　

　　

　
　

　　　
　　　

法
隣
た

せ
の
償

　
　
　
　
　
　
　

利
.
.

お
･

匡 パス到着予想時刻j案内 I

庭バス接近情報自動通知 l

図 5 バス到着情報提供システムの概要

実験専用携帯電話

　
　

　

ら
ス

)
位
筈

)
蹴
M
琺
破
蛔

　　　　　　　

制
,
.

お
･ り予想劉

･一般電話からも利用可能
･繁りたいバスについて問い

か
ら
自
動
的
に
携
帯
電
話
に
通
知
さ
れ
る

｢バ
ス
接
近
情

報
自
動
通
知
｣
の
二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

循
環
観
光
バ
ス
の
遅
れ
等
に
よ
る
バ
ス
待
ち
の
時
間
ロ
ス

を
無
く
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

(図
5
)。

こ
の
よ
う
な
方
策
の
実
施
に
よ
り
、
循
環
バ
ス
を
利
用

す
る
観
光
客
は
、駐
車
場
を
探
す
時
間
や
空
き
待
ち
時
間
、

さ
ら
に
は
バ
ス
停
留
所
で
の
待
ち
時
間
を
無
駄
に
費
や
す

こ
と
が
な
く
な
り
、
観
光
の
た
め
の
時
間
に
ゆ
と
り
が
生

ま
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
。

こ
の
実
験
は
、
平
成
一
二
年
九
月
一
五
日
か
ら
一
〇
月

九
日
ま
で
の
二
五
日
間
行
わ
れ
、
無
料
駐
車
場
を
利
用
し

た

｢
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
循
環
観
光
バ
ス
ラ
イ
ド
｣
は
、

そ
の
間
の
土
･
日
･
祝
祭
日
の
一
〇
日
間
の
み
、
｢バ
ス

到
着
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
｣
は
二
五
日
間
全
て
で
実
施
し

た
。
実
験
参
加
者
に
は
実
験
専
用
の
携
帯
電
話
を
無
料
で

貸
出
す
と
と
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
循
環
観

光
バ
ス
や
バ
ス
到
着
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
感

想
等
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

三

実
験
結
果

実
験
期
間
中
の
循
環
観
光
バ
ス
利
用
者
数
は
約
三
、
0

○
○
人
で
、
こ
の
う
ち
実
験
参
加
者
は
五
〇
四
組

(約
一
、

二
〇
〇
人
)
で
あ
り
、
さ
ら
に

｢
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
循

環
観
光
バ
ス
ラ
イ
ド
｣
を
利
用
し
た
人
は
二
人
組

(約
七

〇
人
)
あ
っ
た
。
ま
た
、
｢バ
ス
到
着
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
｣
の
う
ち
、
｢バ
ス
到
着
予
想
時
刻
案
内
｣
の
利
用
件

数
は
約
二
、
七
〇
〇
件
、
｢バ
ス
接
近
情
報
自
動
通
知
｣

の
利
用
件
数
は
約
一
、
二
〇
〇
件
で
あ
っ
た
。

1

実
験
参
加
者
の
属
性

実
験
参
加
者
は
、
男
性
が
五
二
%
、
女
性
が
四
人
%
と

　　

女
刀
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ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、
平
均
年
齢
は
三
人
歳
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
旅
行
形
態
は
家
族
や
友
人
と
の
旅
行
が
約
七
割
を
占

め
た

(図
6
1
8
)
。

2

循
環
観
光
バ
ス
を
利
用
し
た
動
機

循
環
観
光
バ
ス
を
利
用
し
た
動
機
と
し
て
は
、
｢乗
り

降
り
が
自
由
｣、
｢行
き
た
い
観
光
地
を
巡
る
｣、
｢道
に
不

案
内
｣
等
、
バ
ス
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
が
人
気
の
理
由

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
料
金
が
二
日
間
で

一
、
五
〇
〇

円
と
、
通
常
の
観
光
バ
ス
に
比
べ
安
価
で
あ
る
こ
と
も
あ

げ
ら
れ
る

(図
9
)。

3

P
R
の
効
果

実
験
に
つ
い
て
は
、
｢
バ
ス
乗
車
券
売
場
で
知
っ
た
｣

が
約
八
割
を
占
め
、
事
前
広
報
の
効
果
は
小
さ
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
実
験
参
加
者
の
約
八
割
が
道
外
客
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
広
報
の
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

(図

1 0
･
=
)
。

4

バ
ス
到
着
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

ニ
種
類
の
到
着
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
は
、
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
は
利
用
の
多
か
っ
た

｢バ
ス
到
着
予
想
時

刻
案
内
｣
に
つ
い
て
の
み
結
果
を
述
べ
る
。

携
帯
電
話
に
よ
る
バ
ス
到
着
案
内
を
利
用
し
た
感
想

は
、
｢便
利
だ
が
不
十
分
｣
も
含
め
約
八
割
の
人
が
サ
ー

ビ
ス
に
利
便
性
を
感
じ
て
い
た

(図
g
o

｢便
利
な
理
由
｣
と
し
て
は
、
｢バ
ス
待
ち
を
し
な
く

て
済
ん
だ
｣、
｢観
光
に
集
中
で
き
た
｣
が
多
く
、
｢便
利

だ
が
不
十
分
な
理
由
｣
と
し
て
は
、
｢情
報
内
容
が
不
十

分
｣
、
｢操
作
性
が
悪
い
｣
の
他
、
｢電
話
が
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
｣
等
の
意
見
も
あ
っ
た

(図
13
･
惚
)。

｢な
く
て
も
良
い
理
由
｣
と
し
て
は
、
｢定
時
連
行
し

て
い
る
か
ら
｣、
｢時
刻
表
を
確
認
し
て
い
る
か
ら
｣
と
言

っ
た
意
見
が
多
く
、
バ
ス
の
遅
れ
が
小
さ
い
と
き
は
利
便

性
を
感
じ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る

(図
修
)。
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図12 利用した感想
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5

他
に
欲
し
い
情
報

　　
　
　

観
光
客
が
、
バ
ス
到
着
情
報
の
他
に
欲
し
い
情
報
と
し

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

　

｣蘂
%

秘
艇
ぬ

理

次
い
で

｢天
気
情
報
｣
の
二
1
ズ
が
高
く
な
っ
て
い
る

破
い
虱

　
　

　

　
　
　

便利な理由

図17 地元バスへの導入

について

}

離叛
嫡

楜

(図
倦
)o

L
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な
饑

　
　　

　

増

　

　

　

　
　

　

に
6

地

饑

割
の
人
が

｢満
足
｣
と
回
答
し
て
い
た
。
ま
た
、
不
便
を

　
　

　

襲

惚

が
、
%

ガ
カ

蜷

回

感
じ
た
点
は
、
｢バ
ス
の
連
行
間
隔
が
長
い
｣
が
約
三
割
、

図16 他に欲しい情報 (複数回答)

さえ“

圀

忍き
らいこル

形
で略ぶ

ル/"も
l

きら
麟

さえ“

圀

｢バ
ス
の
時
間
に
制
約
さ
れ
た
｣、
｢行
き
先
が
限
定
さ
れ

なり

催
鸚
笙

由

.

ー

%

報

た
｣
等
が
各
約
二
割
を
占
め
、
移
動
の
自
由
度
に
不
便
を

　　　
　
　
　

　

　
　

　
　　
　
　
　

ニ
クト

ゞ

不

地

気

閲

の

そ

-

今
回
の
社
会
実
験
に
関
連
し
、
函
館
観
光
に
お
け
る
交

光

天

機

他

他

通
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
･

図l4 不十分な理由

報

報

報

報

他

欲

情

情

精

糖

の

こ

地

気

閲

の

そ

-

今
回
の
社
会
実
験
に
関
連
し
、
函
館
観
光
に
お
け
る
交

銚
天

繊
礎

他

通
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
に
対
し
て
･

以
下
の
よ
う
な
意
見
･

疎
開

園

要
望
が
あ
っ
た
o

他

太

【循
環
観
光
バ
ス

L
)　　

【循
環
観
光
バ
ス
関
連
】

･
バ
ス
運
行
に
関
し
て
は
、
連
行
時
間
の
延
長
、
逆
回
り

6

地
元
路
線
バ
ス
へ
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ
い
て

ル
ー
ト
の
設
定
、
他
の
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ
の
改
善
、

為
せ鍵
蝋
鍔
濱袈

虜

地
元
の
バ
ス
路
線
に
今
回
の
ょ
ぅ
な
バ
ス
到
着
情
報
シ

バ
ス
便
数
の
増
便
等
の
要
望
が
あ
っ
た
o

1

図15 なくても良い理由

他
%

麟
翻
ら
悩

も

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
｢ぜ
ひ
導
入
し

･
バ
ス
料
金
に
関
し
て
は
、
料
金
が
安
く
て
良
い
と
言
う

箱

惚

離
熟
衲
備

で

で
た
ノ
＼
て

｢う
〕
±
〉
ミ

＼
-
を
サ
フ
と
も
ど
り
ゴ
刊

款
己
)
雲
A
、
テ
ミ
く
-
す
電
:
〕
"
重
処
巨
条
)
受

タ

編
磯
メ

く

て
得
む
し
｣

･凌
‘
ズ
ぬ
6
し
｣
を
省
才
t
ガ
ね
終
+
害

禮
朗
“
裟
力

円
ノ
ン
,
円
倒
と
“
チ
淺
到
月
妾
“
諄

斜

な

が
肯
定
的
で
あ
っ
た

(図
g
。

定
、
一
日
乗
車
券
設
定
の
要
望
が
あ
っ
た
。

請

畭
教
邦
ら
%

鷆

7

パ
リ
ー
ク
‐
‐
ア
ン
ド
‐
‐
バ
"ス
ラ
イ
ード
の
-感
想
…

‐
バ
ス
停
け紺骼凹前
例に
帯圏内、し
て
は
-、
付
置
が
~分
"か
~hり
に
すく、い
、と

囃
緩
行
ゐ
0

,

車
か
ら
循
環
観
光
バ
ス
に
乗
り
換
え
た
感
想
は
、
約
七

い
う
意
見
の
ほ
か
･

バ
ス
停
留
所
の
増
設
や
グ
レ
ー
ド



ア
ッ
プ
の
要
望
が
あ
っ
た
。

･
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
バ
ス
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ

ス
が
良
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
ほ
か
、
観
光
案
内

図18 車からバスに乗り換
えた感想

満不
鵺

や
ス
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い

た

た

駐車場が不便だった
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図す9 バス観光に不便を感じた点 (複数回答)

い

た

た

畏
れ
れ

が
臆
さ

隔
離
掟

　
　
　

　

　
　

運
糒
耕

の
湖
趨

ス

辺
f

′

▽

便
変
い

不

大

高

が

が

が

　
　
　

　
　
　

　 変
い

他

大
高

の

が

が

そ

の
充
実
、
手
荷
物
預
か
り
所
の
設
置
等
の
要
望
が
あ
っ

た
。

･
そ
の
他
バ
ス
関
連
で
は
、
バ
ス
P
R
の
充
実
、
環
境
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
バ
ス
導
入
、
観
光
地
に
お

け
る
移
動
所
要
時
間
の
案
内
、
バ
ス
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
改

善
等
の
要
望
が
あ
っ
た
。

【駐
車
場
関
連
】

･
駐
車
場
に
関
し
て
は
、
位
置
が
分
か
り
に
く
い
、
箇
所

数
が
少
な
い
と
言
う
意
見
の
ほ
か
、
市
内
駐
車
場
マ
ッ

プ
の
作
成
や
路
上
駐
車
取
り
締
ま
り
強
化
等
の
要
望
が

あ
っ
た
。

只
ス
到
着
情
報
提
供
関
連
】

･
実
験
用
携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
電
話
操
作
が
面
倒
と

い
う
意
見
の
ほ
か
、
i
モ
ー
ド
の
活
用
、
個
人
の
携
帯

電
話
へ
の
対
応
の
要
望
が
あ
っ
た
。

･
案
内
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
聞

き
取
り
に
く
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
ほ
か
、
到
着

予
想
時
刻
の
精
度
向
上
、
情
報
内
容
の
改
良

(遅
れ
時

間
や
バ
ス
位
置
の
案
内
)
の
要
望
が
あ
っ
た
。

･
そ
の
他
で
は
、
バ
ス
が
定
時
連
行
の
た
め
必
要
性
を
感

じ
な
い
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
ほ
か
、
バ
ス
停
留
所
で
の
情
報
提
供
、
観
光

情
報
案
内
の
要
望
が
あ
っ
た
。

四

お
わ
り
に

今
回
の
社
会
実
験
は
観
光
客
の
ピ
ー
ク
か
ら
は
ず
れ
た

時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
｢パ
ー
ク
･
ア
ン
ド
･
循
環
観
光

バ
ス
ラ
イ
ド
｣
の
実
験
参
加
者
が
少
な
く
、
交
通
転
換
に

よ
る
効
果
検
証
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、利
用
者
の
約
七
割
が
満
足
と
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

観
光
交
通
の
渋
滞
緩
和
方
策
と
し
て
観
光
客
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

｢バ
ス
到
着
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
｣
に
つ
い
て
は
、
約
八

割
の
利
用
者
に
好
評
を
得
て
お
り
、
観
光
客
と
し
て
は
観

光
情
報
や
天
気
情
報
等
の
情
報
提
供
を
望
ん
で
い
る
こ
と

も
確
認
で
き
た
。

本
協
議
会
で
は
、
今
回
の
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成

一
三
年
度
に
お
い
て
も
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
バ
ス
ラ
イ
ド

の
本
格
実
施
を
視
野
に
入
れ
た
社
会
実
験
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
函
館
圏
渋
滞
対
策
協
議
会
の
事
務
局
を
担
当

し
て
い
る
関
係
で
本
稿
の
執
筆
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
報
告
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一
緒
に
実
験
に
取
り
組
ん
で
頂
い

た
公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
及
び
そ
の
他
関
係
各

位
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

参
考
資
料

1

平
成
一
二
年
度
来
函
観
光
入
り
込
客
数
推
計
"函
館
市
商
工
観
光

部
観
光
室

2

平
成
一
二
年
度
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

"
函
館
市
商
工
観

光
部
観
光
室

浦行セ 200 u l 名字



囃
藁
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
癈
省
醐
稟
験

関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所

一

実
験
の
目
的
及
び
内
容

1

目

的

○

背
景

渋
谷
駅
周
辺
地
区
は
、
商
業
･
業
務
機
能
が
高
度
に
集

積
し
、
多
大
な
交
通
需
要
が
発
生
し
て
い
る
一
方
、
道
路

交
通
渋
滞
や
歩
道
上
の
看
板
、
駐
輪
等
に
よ
り
安
全
な
歩

行
者
空
間
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
中
心
市

街
地
が
抱
え
る
典
型
的
な
都
市
交
通
問
題
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
か
つ
今
後
さ
ら
な
る
商
業
業
務
施
設
の
立
地
に
よ

る
交
通
需
要
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、
早
急
な
交
通
対
策
が

必
要
な
地
域
で
あ
る
。

④

目
的

渋
谷
駅
周
辺
地
区
の
交
通
問
題
は
、
道
路
容
量
の
不
足

や
車
両
の
集
中
過
多
等
、
複
合
的
な
要
因
に
よ
り
発
生
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
実
験
は
、
こ
れ
ら
の
要

因
に
対
し
て
複
数
の
施
策
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
得
ら
れ
る
効
果
を
計

測
し
、
将
来
に
つ
な
が
る
施
策
を
検
証
す
る
こ
と
及
び
実

験
を
通
じ
て
車
利
用
に
対
す
る
意
識
改
革
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

2

内

容

○

実
験
期
間

平
成
12
年
m
月
m
日

(火
)

~
u
月
30
日

(木
)
の
平
日
9
時
…
17
時

⑭

実
施
内
容

①

駐
車
場
案
内
･
誘
導

･
一
般
車
に
駐
車
場
の
満
車
、
空
車
情
報
の
提
供
及

び
駐
車
場
へ
の
案
内

･
駐
車
場
マ
ッ
プ
の
配
布
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
提
供

②

駐
車
場
連
絡
バ
ス
の
連
行

･
駐
車
場
か
ら
渋
谷
駅
周
辺
ま
で
の
足
の
確
保

③

駐
車
場
三
〇
分
以
内
無
料

･
区
役
所
前
駐
車
場
及
び
渋
谷
駐
車
場
に
お
い
て
三

〇
分
以
内
の
駐
車
料
金
を
無
料
化

④

荷
捌
き
対
策

･
既
存
の
駐
車
場
や
空
き
地
を
借
り
上
げ
路
外
荷
さ

ば
き
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

･
路
側
の
一
部
、
既
設
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
の
一

部
休
止
、
幅
員
構
成
の
見
直
し
に
よ
り
路
上
荷
さ

ば
き
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

⑤

自
転
車
整
序

･
歩
道
の
歩
行
に
支
障
の
な
い
部
分
に
自
転
車
を
整

序
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二

本
実
験
で
得
ら
れ
た
効
果

一
〇
月
一
〇
日

(火
)
か
ら
三

月
三
〇
日

(木
)
の

平
日
三
六
日
間
実
施
し
た
本
実
験
で
は
、
｢駐
車
の
整
序

化

(路
上
駐
車
減
少
、
駐
車
場
利
用
率
向
上
)｣
、
｢物
流

の
整
序
化
｣
及
び

｢自
動
車
交
通
の
ス
ム
ー
ズ
化
｣
と
い

っ
た
効
果
が
得
ら
れ
た
。

②

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
見
る
と
井
の
頭
通
り
の

｢N
H
K

下
｣
で
は
、
駐
車
場
利
用
率
が
約
六
割
か
ら
八
割
へ

著
し
く
増
加
し
た

(図
3
)。

駐
車
の
整
序
化

①

実
験
前
と
実
験
中
の
駐
車
場
利
用
台
数
は
、
ピ
ー

ク
時
に
約
三
一〇
台

(約
一
割
)
増
加
し
た

(図
2
)。

5 14 % / 6 3趣%

　　
　

膵

＼
/

　
　

そくこさ〉夕刻
S r.○鶏/ 6 8 .○%

図 2 駐車場利用台数の比率 (15時)
　
　

}さ

トリ

　
　
　

　

　

b 9 ,4 % / 8 2 4 %

が

が

　

　

　　
　　

に
口
に
ロ

　
　
　
　　

蹴
一
つ
一
え

融
ビ
嬢
ビ
畑

･
>

さ

注) ピーク時である15時の調査によるもの。 対象は4l箇所の駐車場である。

図 3 ブロック別の駐車場利用率の増減
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駐麒矧の利用率
酸皸声/簔琥中

ノん　　　　

利
用
台
数

公
ロ)

駐車場利用台数の比較(15時台)
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3 6 7 % ノ3 6 6 %



③

実
験
前
と
実
験
中
の
路
上
駐
車
台
数
を
ピ
ー
ク
時

2

自
動
車
交
通
の
ス
ム
ー
ズ
化

で
比
較
す
る
と
約
三
割
減
少
し
て
い
る

(図
4
)。

7

公
園
通
り
で
は
、
両
側
駐
車
が
な
く
な
り
、
通
過
時
間

ノ

ご導
堀磯んは
増

駐
車
が
著
し
く
減
少
し
た
o

　
　

特
に
、
一
方
通
行
で
あ
る
井
の
頭
通
り
で
は
両
側

が
約
三
分
の
二
に
短
縮
さ
れ
、
速
度
が
約
一
九
如
/
h
か

は

車
が
著
し
く
減
少
し
た
。

道イテセ 2001.11

例
続
編
ト
0
に
輻

“
墨

些
縦

惣麗
抄声

猟
朴

図 4 区間別の路上駐車台数変化
(路上駐車ピーク時14 : 20)

表 1 公園通りの平均走行時間と走行速度

実 験 前 実 験 中

点差交揃役区谷口妻
一丁
刈

ヒ

ニ

‐ゴ
ー
古
…

差交日
]丁礪

搬 伽霊偽
点薙日]弼

穂
瀦

繭
裁祓噺雛渋 滋 珍

獅

　
　

注

鰤

き

瞑

を

写真 1 公園通りの実験前 ･実験中の様子
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図 5 公園通り北行きの走行時間比較
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図 6 1スペース当たりの利用台数 (9 : 00 ~ 17 :00 )

た
だ
し
、
箇
所
ご
と
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
本
格
運

用
の
際
は
検
討
が
必
要
。

3

路
外
･
路
上
荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス
設
置

①

全
体
で
約
八
〇
台
/
日
の
利
用
が
あ
り
、
路
上
の

荷
さ
ば
き
車
両
の
路
上
へ
の
誘
導
が
で
き
た

(図

剛鬮剛雌. 榊 鬮
9時台 lo陶台 円時台 12時台 "S時台 14時台 t6時台 IS時台

Z8 道行セ 2001.11

ら
約
二
七
皿
/
h
へ
向
上
し
た
。

ま
た
、
時
間
帯
に
よ
る
通
過
時
間
の
バ
ラ
ツ

キ
も
減
少
し
た

(図
5
、
表
1
、
写
真
-
)
。



図 7 路外荷さばきスペース利用時間構成
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図 8 路上荷さばきスペース数の利用台数の変化
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図 9 1 スペース当たりの利用台数 (9 : 00 ~ 17 :00)
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②

｢連
続
利
用
は
め
分
以
内
｣
の
ル
ー
ル
を
約
九
割

の
利
用
者
が
守
っ
て
い
た

(図
7
)。

③

路
上
荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス
全
体

(六
九
台
分
)
で

て
0
0
○
~
一
、
二
〇
〇
台
/
日
の
利
用
が
あ
っ

た
が
、
利
用
で
き
な
い
乗
用
車
か
ら
は
不
公
平
で
あ

る
と
の
意
見
も
出
た

(図
8
･
9
)。
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図10 路上荷さばきスペース利用時間構成

l0% 2096 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
圏
~
o金融 粉□l粉~ 30分□30分~ 45分口4枌~ 60分□60分~ 拗分鬮120分以上

T5分以内の
利用約7割

④

｢連
続
利
用
は
15
分
以
内
｣
の
ル
ー
ル
を
約
七
割

の
物
流
事
業
者
が
守
っ
て
い
た

(図
@
。

た
だ
し
、
一
五
分
で
は
短
い
と
の
声
が
約
五
割
の

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
あ
っ
た

(図
=
)
。

三

実
験
を
受
け
て

今
回
の
実
験
で
、
交
通
の
ス
ム
ー
ズ
化
、
駐
車
場
の
利

用
率
向
上
、
路
上
駐
車
の
減
少
が
図
ら
れ
、
実
験
地
域
か

ら
も
好
意
的
な
評
価
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、

一
三
年
度
よ
り
本
格
実
施
へ
向
け
て
施
策
の
改
善
と
実
施

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
井
の
頭
通
り
及
び
公

園
通
り
に
お
い
て
施
策
を
実
施
す
る
べ
く
地
元
住
民
を
交

え
た
検
討
を
渋
谷
区
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
違
法
駐
車
に
よ
る
渋
滞
の
多
い
他
の
地
区
に
お

い
て
も
、違
法
駐
車
対
策
を
中
心
と
し
た
施
策
を
実
施
し
、

交
通
の
円
滑
化
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

(n = 3 0 )

注) 利用時間 (15分) 満足度のグラフ

は物流ドライバーアンケートより作成、
コ内は回答者数

図鮒 利用時間 (15分) 満足度
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劉剛
榊
行脚
劇団
閣自
国
回
国隅
剛
圓開
国
囮回
剛
圓榊

バ
ス
と
圓
鬮
嗽
◎
週
螂
に
よ
る
嚢
週
鬮
漏
電
糜
飜

勧
ニ丁道 20011 1 2メ

中
国
地
方
整
備
局
広
島
国
道
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

広
島
都
市
圏
で
は
、
朝
夕
の
通
勤
通
学
を
は
じ
め
、
デ

ル
タ
地
区
流
出
入
部
を
中
心
に
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
発

生
し
、経
済
活
動
や
都
市
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

環
境
悪
化
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
共

交
通
の
利
用
者
は
、
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に

バ
ス
は
利
用
者
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
車
と
の
競
争
力
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
公

共
交
通
の
定
時
性
･
利
便
性
両
面
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
必
ず
し
も
車
を
利
用
す
る
必
要
の
な
い
交
通
需
要

の
転
換
を
促
進
し
、
｢自
家
用
車
に
依
存
し
な
く
て
す
む

交
通
体
系
づ
く
り
｣
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二

背
景

こ
う
し
た
中
、
各
行
政
機
関
が
現
在
、
既
存
交
通

(J

R
在
来
線
、
路
面
電
車
、
路
線
バ
ス
)
の
改
善
･
機
能
強

化
を
重
点
と
し
た
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
順

次
各
方
面
で
導
入
さ
れ
て
き
た
急
行
バ
ス
は
、
郊
外
部
と

デ
ル
タ
地
区
を
連
絡
す
る
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
り
得

る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

三

経
緯

そ
の
取
組
み
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
度
、
平
成
三

年

度
に
広
島
市
中
心
部
を
対
象
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
･
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
実
験
を
行
い
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
連
携
の
効

果
を
確
か
め
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
得
ま
し
た
。
平
成
一

二
年
度
は
過
去
二
回
の
実
験
を
踏
ま
え
、
｢急
行
バ
ス
｣

を
軸
と
し
て
、
バ
ス
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
車
か
ら
の
転
換
、

郊
外
部
及
び
都
心
部
に
お
け
る
端
末
手
段
と
し
て
の
自
転

車
の
活
用
に
よ
る
バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
そ
の
可

能
性
や
課
題
を
探
る
う
と
す
る
も
の
で
す
。

四

実
験
概
要

今
回
の
実
験
で
は
、
都
心
部
と
郊
外
部
の
交
通
連
携
機

能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、①
急
行
バ
ス
の
利
用
、

②
バ
ス
走
行
円
滑
化
、
③
郊
外
部
サ
イ
ク
ル
&
ラ
イ
ド
及

び
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
、
④
都
心
部
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
･
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
四
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
、
自

転
車
と
バ
ス
、
電
車
等
の
公
共
交
通
機
関
と
の
一
体
的
な

実
験
を
実
施
し
ま
し
た

(図
1
、
表
1
参
照
)。
実
験
へ

の
参
加
は
、
一
般
公
募
に
よ
り
募
集
し
た
モ
ニ
タ
ー
と
当

日
利
用
者
に
各
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
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ま
た
、
既
設
の
急
行
バ
ス
路
線
や
新
規
に
急
行
バ
ス
が

走
行
可
能
な
路
線
で
、
実
験
効
果
が
確
認
で
き
る
箇
所
を

選
び
、
今
回
の
実
験
で
は
郊
外
部
熊
野
地
区
、
美
鈴
が
丘

地
区
、
呉
地
区
、
可
部
地
区
、
高
陽
地
区
、
福
田
地
区
の

六
地
区
で
行
い
ま
し
た

(表
2
参
照
)。

②
の
郊
外
部
刊
都
心
部
で
は
急
行
バ
ス
の
追
い
越
し

ゾ
ー
ン
を
設
置
が
可
能
な
箇
所
と
し
て
、
広
島
~
高
陽
地

区
を
選
定
し
ま
し
た
。

都
心
部
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
は
急
行
バ
ス
が
停

車
す
る
バ
ス
停
付
近
で
、
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
、

都
心
の
回
遊
性
と
市
内
バ
ス
の
競
合
を
考
慮
し
て
選
定
し

対
象
地
区
は
、
四
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
合
わ
せ
を
考

え
、
①
郊
外
部
、
②
郊
外
部
誌
都
心
部
、
③
都
心
部
で

そ
れ
ぞ
れ
効
果
が
期
待
で
き
る
地
区
を
選
定
し
、
①
郊
外

部
に
つ
い
て
は
、
郊
外
部
と
都
心
部
と
の
間
で
特
に
バ
ス

の
利
用
促
進
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
地
区
を
考
慮

ま 都 車 区 ゾ 六 地 選 走 し の 部 そ え た ケ
し 心 す 都 を 1 ② 地 区 び 行 ま 選 利 に れ 、 対 o l
た の る 心 選 ン の 区 、 、 可 た 定 用 つ ぞ ① 象 ト
o 回 バ 部 定 を 郊 で 呉 今 能 、 し 促 い れ 郊 地 に

遊 ス の し 設 外 行 地 回 な 既 て 進 て 効
T ･ 脇区

ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
効
果
の
検
証
を
行
い
ま
し

し は
、 厘 部 い 益 の ･■ 設 い “ ~ン し が 付 ま 、 実 線 の ま 進 、

た 可 -▼ し 可 験 で 急 す め 郊
た 立 で 、 ぞ o

表 1 実験メニューと実施条件

実験区域 実験メニュ一 支 援 策 箇所選定の考え方 利用条件と条件設定の理由

郊外部
○サイクル& ライド

○レンタサイクル ○いずれも無料

○モニターは、 高校生を除くl8歳以上の

バス利用者を対象

【サイクル& ライド】

◇郊外部でのレンタサイクルは初めて

の試みであり、 できるだけ多くの人

に体験してもらうことが目的。
◇有料とした場合には、 郊外部と都心

部との二重負担となり、 モニター減

少の可能性がある。
【パーク& ライド1

◇今後、 ショッピングセンター等へ設

置を働きかけるため、 利用意向の把

握を第一に考えて、 できるだけ利用

しやすい条件 (無料) を設定。

○バス停付近にポ

ート設置

○利用者が多いバス停付近で、
ショッピングセンター等、 ポ

ート確保が可能な箇所。

0 パーク& ライド ○バス停付近にポ

ート設置

○バス停までの渋滞がなく、 駐

車場の確保が可能な箇所。

郊外部◇
都心部

○急行バス ○ノンストップ ○通常のバス料金

○誰でも利用可能○バス走行支援 ○追越区間の設置

○専用レーン設置

○バス優先信号

○片側 2車線以上で一般車両へ

の影響が少ない区間。

都心部 0 レンタサイクルネ

ツトワーク

○レンタサイクル 0 レンタサイクルは有料

･モニター 1,200円 /月

･当日利用者 100円 / 日

○高校生を除く18歳以上の利用が可能。
バス利用者を第一優先。
◇昨年度は無料で実施。
◇今回は、 本格導入の可能性や公共交

通への影響を検討するため有料で実

施。

○ポート設置 ○急行バスが停車するバス停付

近で、 スペースの確保が可能

な箇所。
○都心の回遊性と市内バスとの

競合を考慮して選定。
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表 2 郊外部での実験メニュー

実験対象地区

公共交通機関の利便性向上策

所要時間短縮 アクセス手段選択肢追加

急行バス

新設
信号調整

バスレーン

設置
迫越しゾ

ーン設置

サイクル&

ライド

パーク&

ライド

熊野地区 O O O O

美鈴が丘地区 O O O

呉 地 区 O O

可部地区 O O

高腸地区 O O O O O

福田地区 O O

熊野地区レンタサイクルポート

表 3 実験メニューの評価に関する評価項目

実験メニュ一 調 査 項 目 調 査 の 主 旨

急行バス

バス走行円滑化

○バス走行状況調査
○急行バスと普通バスの走行速度の比較、 バス走行円滑化策実施前後

での所要時間の比較

○バス乗降客数調査 ○実験中の乗降客数の比較

○利用者アンケート調査 ○利用意向、 従来の通勤方法、 運行ダイヤ等のバスの改善要望点など

郊外部
･レンタサイクル

･サイクル& ライド

･パーク & ライ ド

0 モニターアンケート
○利用意向、 従来の通勤方法、 自宅からの距離、 ポート位置等の改善

要望点、 自転車走行環境に対する意識など

○利用状況調査 0 利用者数など

○周辺住民アンケート ○実験の認知、 参加しなかった理由など

都心部レンタサイク

ル ･ネットワーク

○モニターアンケート

○利用意向、 従来の通勤方法、 買い物機会増加の有無、 都心での滞在

時間の変化、 ポート位置等の改善要望、 自転車走行環境に対する意

識、 料金に対する意識など

○利用状況調査 ○利用者数、 ポート周辺における実験前 ･実験中の放置自転車数など

　　　　　
　　　　　
■〕‘凌ぎ等 高陽地区パーク&ライド駐車場
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五

実
験
結
果

◎
急
行
バ
ス
の
導
入
･
拡
充
に
よ
る
バ
ス
利
用
促
進
の

効
果

急
行
バ
ス
の
導
入
･
拡
充
と
併
せ
て
、
走
行
交
通
円
滑

化
支
援
策
の
導
入
に
よ
り
、
実
験
期
間
中
の
急
行
バ
ス
利

用
者
は
微
増
傾
向
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
走
行
円
滑
化

支
援
策
導
入
に
よ
る
時
間
短
縮
効
果
も
図
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
バ
ス
利
用
促
進
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す

(図
2
･
表
4
)。
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◎
自
動
車
か
ら
急
行
バ
ス
ヘ
の
転
換
に
よ
る
バ
ス
利
用

促
進

急
行
バ
ス
発
地
周
辺
で
普
段
、
車
を
利
用
し
て
い
る
人

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
自
動
車
利
用
者
の
急

行
バ
ス
ヘ
の
転
換
意
向
に
つ
い
て
は
、
急
行
バ
ス
の
増
便

に
よ
り
、
転
換
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

(図
3
)。

表 4 急行バス利用者数の実態

彌
行
数

急
便

l日当たり平均利用者数 (刃 1 台当たり平均

利用者数 (人)明 目
~

n 全平均

可部 41 臨 蘂 鞠 33
,
7

陽高 u 燭 鰔 燥 鉈
田福 リノム 縊 鸚 糺 鰤

美鈴が丘 綸 鯲 膨 燃 報
繊 QU " 郷 戦 激
呉 QU 蛾 竣 蹴 澁

注) 美鈴ヶ丘については、 需要が多いため実験中で急行バス

を増設。
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効
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イ
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ル
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者
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調
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し
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、
当
日
利
用
も
可
能
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シ
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と
し
ま
し
た
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利
用
が
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で
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用
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の
拡
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図 3 車利用者の急行バスの利用意向
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。
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よ
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転
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促
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に
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せ
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の
実
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サ
イ
ク
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ラ
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七
%
以
上
が
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宅
か
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急
行
バ
ス
の
利
用
バ
ス
停
ま
で

の
距
離
が
、
自
転
車
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
広
報

に
よ
る
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
周
辺
住
民
に
も
実
験
実
施

の
周
知
は
図
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
急
行
バ
ス
の
バ
ス
停
へ
の
徒
歩
で
行
け
な
い
地

域
住
民
の
方
々
は
、
日
常
の
交
通
手
段
を
サ
イ
ク
ル
&
ラ

イ
ド
と
急
行
バ
ス
利
用
の
交
通
手
段
に
変
更
す
る
ま
で
の

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す

(図

4
.
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図

バ
ス
、
路
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電
車
の
利
用
も
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

鈴

方

美

全

し
た

(図
6
)
。

図 4 バス停までのアクセス手段の現状
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可
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六

実
験
実
施
に
よ
る
渋
滞
緩
和
効
果

実
験
全
体
を
通
じ
て
、
バ
ス
と
自
転
車
の
連
携
に
よ
る

交
通
実
験
の
前
と
実
験
期
間
中
と
で
、
交
通
変
化
が
予
想

　　　　
4
I

③
れイ、べし,も̂なさ′メつちて樅羞′

図 7 渋滞調査箇所図

さ
れ
る
代
表
的
な
交
差
点
に
お
い
て
、
渋
滞
長
、
旅
行
速

度
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

(図
7
)。

実
験
前
と
実
験
中
を
比
べ
る
と
、
渋
滞
長
調
査
･
旅
行

速
度
調
査
の
結
果
、
実
験
に
よ
る
効
果
は
把
握
で
き
ま
せ

ん
で
し
た

(表
5
･
6
)
。

表 6 午前 7時~ 午前 9時の最大渋滞長く通過所用時間)

調 査 日 西原流入部 高陽流入部 基町流入部

実験前H12
.
9
.
14 (木) 1

,
370 m (14分) 2

,
150 m (15分) o m (0分)

実験中H12
,
lo
,
26 (火) 翰鮠 粉祇鱗 枌鎌

実験中H12
.
11
.
16 (木) 紛nY繊 紛nY鋺 紛皿

実験中H12
,
11
.
28 (火) 粉蹴 翰鮠 鯲伽

七

今
後
の
展
開

今
回
の
実
験
結
果
を
受
け
て
、急
行
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

1

利
用
者
の
増
加
や
時
間
短
縮
効
果
な
ど
一
定
の
成
果
が
得

20

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
導
入
･
拡
充
を
し
た
急
行
バ
ス
路
線

訛

に
お
い
て
、継
続
し
て
連
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

道

今
後
、
利
用
者
や
増
便
な
ど
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
新
た

な
路
線
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、
バ
ス
事
業
者
、
関
係
機
関

と
検
討
、
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
&
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
実
験
参
加
者
が
低

調
で
、
当
日
利
用
も
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
し
た
が
、
バ
ス

利
用
増
、利
用
圏
域
の
拡
大
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
郊
外
部
の
サ
イ
ク
ル
&
ラ
イ
ド
は
、
当
面
、
定
時

制
･
速
達
性
の
優
れ
た
鉄
軌
道
の
周
辺
で
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

都
市
部
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
都

市
部
を
中
心
と
し
た
自
転
車
に
つ
い
て
、
バ
ス
と
の
連
携

に
よ
る
交
通
円
滑
化
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
空
間

の
確
保
と
整
合
を
図
り
つ
つ
、
安
全
で
使
い
や
す
さ
と
い

っ
た
視
点
か
ら
も
検
証
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
都
市

部
を
中
心
に
自
転
車
の
利
用
環
境
･
走
行
環
境
の
改
善
策

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
推
進
へ
の
課

題
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

表 5 旅行速度 (所用時間) の変化

調 査 日 安芸大橋南詰 ~ 枕園新橋南詰通過

実験前H12
,
9
,
14 (木) 20分

実験中H 12
,
10
,
26 (オリ 妙

実験中H 12
,
11
,
16 (木) 扮
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國
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高
構
繭
に
蘂
漸
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転
藁
剩
卿
環
境
整
備
稟
験

四
国
地
方
整
備
局
香
川
工
事
事
務
所
道
路
調
査
課

と
あ
り
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

一

は
じ
め
に

端
末
交
通
手
段
の
利
便
性
向
上
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
い

高
松
市
の
自
転
車
の
利
用
状
況
は
、
保
有
台
数
で
は
埼

る
。

玉
県
、
大
阪
府
、
滋
賀
県
、
東
京
都
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大
都
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次
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そ
こ
で
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既
に
進
展
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い
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自
転
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用
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全
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五
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通
勤
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学
者
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利
用
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通
機
関
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交
通
事
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転
車
の
削
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き
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総
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危険と感じない

の
中
で
も
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利
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率
は
全
国
平
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を
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き
く
上
回
る
な
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減
と
公
共
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通
機
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利
用
促
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図
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安
全
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施
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＼
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自
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用
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①
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事
務
所
が
平
成
一
一
年
七
月
に
実
施
し
た
パ

転
車
利
用
の
意
識
改
革
を
課
題
と
し
て
三
パ
タ
ー
ン
実
施

戟
1

圓

漸 2001,11

自転車利用者は歩行者と一緒に通行する

歩道に危険を感じるか
(高松市自転車利用環境整備基本計画より)

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
社
会
実
験
結
果
で
は

｢降
車
駅
か
ら

し
た

(図
2
)
。

8

最
終
目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
｣



実駿C

実
験
A

既
存
道
路
空
間
の
再
構
築
に
よ
る
自
転
車
走
行
空
間
の
創
出

〔実
験
内
容
〕

実
験
は
、
既
存
の
道
路
空
間
の
再
構
築
を
目
的
と
し
て
、

市
内
部
の
県
道
約
一
如
区
間
で
車
線
数
を
三
車
線
か
ら
二

車
線
に
縮
減
し
停
車
帯
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
交
差
点

部
で
は
右
折
占
用
レ
ー
ン
を
設
置
し
た

(写
真
1
)。
ま

た
、
自
歩
道
部
に
お
い
て
は
、
段
差
と
カ
ラ
ー
舗
装
及
び

白
線
で
自
転
車
･
歩
行
者
空
間
の
分
離
を
図
っ
た

(写
真

2
)。
こ
れ
に
よ
り
、
車
線
数
縮
減
に
よ
る
道
路
交
通
の

影
響
と
自
転
車
と
歩
行
者
空
間
の
分
離
方
法
に
つ
い
て
検

けゆき通り

菊池擬通り

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　　
　
　
　

実験A

図 2 社会実験位置図

写真 1 車線数の縮減

証
し
た
。

〔実
験
に
よ
る
効
果
〕

目
歩
道
の
分
離
に
よ
り
自
転
車
･
歩
行
者
の
七
割
近
く

が
正
し
い
レ
ー
ン
通
行
を
行
い
、
分
離
方
法
で
は
段
差
と

ハッ

カ
ラ
ー
舗
装
、
白
線
に
よ
る
分
離
の
い
ず
れ
も
効
果
が
認

2

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
車
線
数
の
縮
減
に
よ
る
滞
留
長
、
通

n

　

　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

纖
よ　

目歩道部における自転車歩行空間の分離

琴罨瓦印駅

緩光通り

実験B



過
時
間
な
ど
道
路
交
通
へ
の
悪
影
響
は
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

実
験
結
果
を
踏
ま
え
、今
後
は
停
車
帯
幅
員
を
縮
小
し
、

自
転
車
歩
行
者
空
間
を
拡
大
し
て
服
輪
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

た
り
す
る
ほ
か
、
局
部
的
に
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
停

車
帯
幅
員
を
拡
充
す
る
な
ど
の
有
効
活
用
も
検
討
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
高
松
市
内
で
は
、
徒
歩
･
自
転
車
交
通
量

の
多
い
市
内
中
心
部
と
そ
の
外
郭
部
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
通
勤
･
通
学
や
観
光
な
ど
多
様
な
自
転
車
利
用
に
対
応

し
た
整
備
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

3,om 4.om

歩
行
者

自
転
車
走
行
帯

　
　

　面断準標図

実
験
B

商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
自
転
車
利
用
空
間

〔実
験
内
容
〕

商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
他
の
道
路
と
比
較
し
て
雨
に

濡
れ
な
い
、
真
夏
で
も
施
設
内
の
冷
房
等
に
よ
り
涼
し
い

な
ど
自
転
車
利
用
者
に
と
っ
て
快
適
で
利
用
し
や
す
い
空

間
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
歩
行
者
と
の
錯
綜
に
よ

る
安
全
面
で
の
問
題
は
、
自
転
車
利
用
促
進
や
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

実
験
は
、
歩
行
者
･
自
転
車
交
通
量
が
多
く
、
混
雑
し

て
い
る
市
内
中
心
部
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
お
い
て
、

自
転
車
や
歩
行
者
の
円
滑
で
安
全
な
通
行
と
商
店
街
内
の写真3 自転車走行帯の様子

%

%
◆

0 500 1000 1500 2000
歩行者時間交通量(人/時)

図 4 歩行者交通量と正しい通行率の相関

　　 　　　　　 　　　　

有
効
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
白
線
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

で
自
転
車
通
行
帯
を
設
置
し
た

(図
3
、
写
真
3
)。

〔実
験
に
よ
る
効
果
〕

自
転
車
通
行
帯
を
設
置
し
て
か
ら
自
転
車
の
正
し
い
通

行
が
七
割
近
く
に
達
し
、
分
離
の
効
果
が
現
れ
、
通
行
者

の
意
向
も
良
好
で
あ
っ
た
。
自
転
車
通
行
帯
の
設
置
は
、

自
転
車
･
歩
行
者
の
双
方
に
安
全
性
の
向
上
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
が
、
歩
行
者
通
行
量
の
増
加
に
伴
い
、
通
行

　

　　

　

　　　

価

0

◆

休
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帯
か
ら
は
み
出
す
な
ど
正
し
い
通
行
率
が
低
下
し
、
ピ
ー

ク
時
に
は
正
し
い
通
行
率
を
高
率
で
維
持
す
る
こ
と
は
困

難
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特
に
、
休
日
の
午
後
な
ど

歩
行
者
通
行
量
が
一
、
0
0
0
人
/
時
を
上
回
る
場
合
に

は
、
安
全
性
を
考
慮
す
れ
ば
自
転
車
通
行
帯
の
運
用
は
困

難
と
な
る
結
果
が
得
ら
れ
た

(図
4
)。

商
店
街
で
は
、
買
い
物
客
重
視
の
た
め
歩
行
者
を
優
先

し
た
い
考
え
で
、
今
後
、
通
行
量
の
多
い
休
日
等
は
自
転

車
の
通
行
を
規
制
す
る
な
ど
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。実

験
C

地
方
都
市
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

〔実
験
内
容
〕

端
末
交
通
手
段
と
し
て
自
転
車
を
使
っ
た
公
共
交
通
機

関
の
利
用
促
進
と
放
置
自
転
車
対
策
を
目
的
と
し
て
、
既

存
の
駐
輪
場
を
有
効
活
用
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
社
会
実
験
を
行
っ
た
。
J
R
高
松
駅

と
同
栗
林
駅
、
琴
電
瓦
町
駅
の
三
駅
を
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

と
し
た
実
験
で
は
、
J
R
と
市
か
ら
駐
輪
場
と
な
る
用
地

の
提
供
を
受
け
た
。

運
用
と
し
て
自
転
車
の
貸
出
は
、
利
用
者
が
利
用
申
請

簿
に
連
絡
先
等
の
必
要
事
項
を
記
入
す
る
と
と
も
に
身
分

証
明
書
を
提
示
し
、
鍵
と
会
員
証
を
受
け
取
れ
ば
手
続
が

完
了
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
た
。
ま
た
、
二
回
目
以
降
の
利

用
は
、
会
員
証
の
提
示
の
み
で
レ
ン
タ
ル
可
能
と
し
た
。

料
金
は
一
日
一
回
に
つ
き
一
〇
〇
円
で
、
利
用
時
間
は
午

前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
と
し
た

(写
真
4
)。

〔実
験
に
よ
る
効
果
〕

期
間
中
の
総
利
用
者
数
は
一
、
一
五
六
人
、
総
貸
出
数

は
一
、
八
七
六
合
と
な
り
、
平
均
利
用
回
数
は
一
･
六
二

回
、
最
も
利
用
の
多
か
っ
た
J
R
高
松
駅
ポ
ー
ト
で
は
他

の
ポ
ー
ト
の
約
二
倍
と
な
る
九
四
二
台
の
利
用
が
あ
っ

た
。料

金
の
安
さ
等
に
よ
り
多
く
の
利
用
が
あ
っ
た
が
、
特

写真 4 レンタサイクルの様子

に
、
観
光

･
買
い
物
等
の
利
用
が
目
立
ち
全
体
の
約
五

三
%
を
占
め
、
次
い
で
通
勤
･
通
学
の
利
用
が
約
一
三
%

と
な
っ
た
。
実
験
結
果
に
よ
り
、
ポ
ー
ト
周
辺
の
放
置
自

転
車
約

一
四
〇
台
の
削
減
効
果
が
試
算
さ
れ
る
と
と
も

に
、
利
用
者
か
ら

｢時
間
通
り
に
着
く
｣
｢早
く
着
け
る
｣

な
ど
定
時
性
の
確
保
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。
一
方
、
営

業
時
間
の
延
長
や
料
金
の
支
払
い
、
登
録
手
続
方
法
等
の

点
で
改
善
が
指
摘
さ
れ
た
。

今
後
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
の
主
要
な
目
標
で
あ

る
通
勤
･
通
学
者
の
需
要
に
着
目
し
、
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
駅
周
辺
の
既
存
駐
輪
場
を
活
用
し
た
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
と
の
連
携

(割
引
料
金
等
)
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
実

験
結
果
を
受
け
て
、
高
松
市
が
J
R
高
松
駅
と
琴
電
瓦
町

駅
に
お
い
て
平
成
一
三
年
度
よ
り
本
格
実
施
し
て
い
る
。

三

お
わ
り
に

今
回
の
社
会
実
験
に
よ
り
、
都
市
内
で
の
自
転
車
利
用

環
境
整
備
の
有
効
性
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
具
体
的
な
運
用
に
際
し
て
の
必
要
な
方
策
及

び
課
題
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
、
本
格
実
施
に
向
け
て
運
用
面
で
の
改
善
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
促

進
の
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

道行セ 20014 1 3 !



讓剛剛
臍
剛
劇蠕閼
=自
国
圏
圏
関鬮
圏
開
国
同
豊
麗
榊

簾
嫌
榊
繭
鬮
に
蘂
艀
る
謹
穢
糜
験

跡
R
豊
肥
本
線
を
利
用
し
た
パ
鬱
ク
&
ラ
イ
ド

九
州
地
方
整
備
局
熊
本
工
事
事
務
所
調
査
第
二
課

一

は
じ
め
に

熊
本
市
を
中
心
と
す
る
熊
本
都
市
圏
は
、
九
州
の
中
央

に
位
置
し
、
県
内
は
も
と
よ
り
九
州
に
お
け
る
政
治
、
経

済
、文
化
な
ど
多
く
の
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

熊
本
市
の
人
口
は
約
六
五
万
人
で
、
周
辺
の
一
市
一
四

町
一
村
を
加
え
た
熊
本
都
市
圏
人
口
は
約
九
六
万
人
で
あ

り
、
県
内
人
口
の
約
五
割
が
集
中
し
て
い
る

(図
1
)。

近
年
市
街
地
の
急
速
な
郊
外
へ
の
拡
大
、
急
速
な
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
い
、
都
市
交
通
問
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
中
、
熊
本
都
市
圏
で
は
、
平
成
三

年
三
一

月
に
全
国
で
初
め
て

｢交
通
円
滑
化
総
合
対
策
実
施
都
市

圏
｣
の
指
定
を
受
け
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
交
通

円
滑
化
に
向
け
取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。本

報
告
で
は
、
熊
本
都
市
圏

に
お
け
る
｢交
通
円
滑
化
総
合

対
策
｣
の
一
環
と
し
て
J
R
豊
肥

本
線
を
活
用
し
た
パ
ー
ク
&
ラ

イ
ド
社
会
実
験
を
実
施
し
、
そ

の
実
用
化
の
可
能
性
、
ま
た
、
実

験
条
件
の
設
定
段
階
か
ら
住
民

の
声
を
取
入
れ
る
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
、
実
験

計
画
の
検
討
、
立
案
を
行
う
と

と
も
に
交
通
渋
滞
問
題
･公
共

交
通
利
用
促
進
に
対
す
る
住
民

意
識
の
高
揚
へ
の
有
効
性
に
つ
い

て
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

図
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二

地
域
の
現
状
と
課
題

熊
本
都
市
圏
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
平
成
元
年
か
ら

平
成
九
年
の
八
年
間
で
約
一
･
四
倍
増
加
し
て
お
り
、
第

三
次
渋
滞
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
県
内
の
主
要
渋
滞
ポ
イ

ン
ト
は
二
三
箇
所
で
あ
り
、
こ
の
内
の
一
九
箇
所
が
熊
本

都
市
圏
に
集
中
し
、
特
に
熊
本
市
内
に
全
体
の
約
六
割

(
一
四
箇
所
)
が
集
中
し
て
い
る
。

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

(H
9
)
に
よ
れ
ば
、
通
勤

目
的
別
自
動
車
分
担
率
は
、約
七
割
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
マ
イ
カ
ー
依
存
傾
向
の
拡
大
と
そ
れ
に
伴

う
公
共
交
通
機
関
の
衰
退
、
と
り
わ
け
路
線
バ
ス
の
利
用

者
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
自
動
車
需
要
を

支
え
る
道
路
は
市
中
心
部
で
多
車
線
化
が
進
ん
で
い
る
も

の
の
、
増
え
続
け
る
自
動
車
交
通
に
対
し
て
十
分
な
対
応

が
出
来
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
都
市
内
の
渋
滞
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

三

社
会
実
験
の
概
要
と
実
施
方
針

1

社
会
実
験
の
概
要

熊
本
都
市
圏
に
お
け
る
大
規
模
住
宅
団
地
の
分
布
状
況

を
見
る
と
都
市
圏
北
東
部
に
集
中
し
て
お
り
、
当
該
地
域

と
熊
本
市
中
心
部
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
の
一
般
国
道
五

七
号
の
日
交
通
量
は
約
五
九
、
○
○
○
台
と
非
常
に
多
く
、

昭
和
四
九
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で
約

一
･
九
倍
に
増
加

し
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
解
決
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
国
道
五
七
号
に
並
行
し
て
熊
本
市
中
心
部
と
都
市

圏
北
東
部
を
結
ぶ
公
共
交
通
機
関
と
し
て
J
R
豊
肥
本
線

が
あ
り
、平
成
三

年
一
二
月
に
連
行
車
両
が
電
化
さ
れ
、

通
勤
車
両
の
導
入
に
よ
り
輸
送
力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
都
市
圏
北
東
部
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、

定
時
制
や
大
量
輸
送
が
確
保
さ
れ
て
い
る
J
R
豊
肥
本
線

を
活
用
し
た
T
D
M
施
策
が
、
今
後
の
都
市
圏
の
交
通
円

滑
化
に
有
効
な
方
法
と
考
え
ら
れ
、
J
R
豊
肥
本
線
を
活

用
し
た
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

(以
後

｢
P
&
R
｣
と
い

う
。)
及
び
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

(以
後

｢
C
&
R
｣

と
い
う
。)
の
社
会
実
験
を
行
う
。

○

実
験
日
時

平
成
13
年
1
月
9
日

(火
)
~
平
成
13
年
3
月
8
日

(木
)
二
カ
月
間

②

P
&
R

(大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
駐
車
場
を
利
用
)
(図
2
)

対
象
駅

肥
後
大
津
駅

(ジ
ャ
ス
コ
大
津
店
ア
ー
ク
駐
車
場
八
〇
台
)

武
蔵
塚
駅

(ニ
コ
ニ
コ
ド
ー
武
蔵
ヶ
丘
店
駐
車
場
=

○
台
)

駐
車
料
金
及
び
利
用
日
時

･
P
&
R
登
録
者
は
、
駐
車
場
利
用
料
と
し
て
五
、
0

0
0
円
/
月
支
払
い
、
そ
の
代
価
と
し
て
、
ス
ー
パ

会
社

〔×
=
=
立

電
停
"
バ
ス停
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Q
n
==
=]山

電
停
"
バ
ス停

(熊
本
駅
)

新
水
前
寺
駅

一一コニコド
ー

醸

駐
車
蜴

　　
　

丘

台
丘
野

上

宅

醍
が
ば
原
の

目

　
　
　
　
　

自
転
車

ジ
ヤ
ス
コ

臘

駐
車
崩

　　
　

武
蔵
塚
駅

原
水
駅

肥
後
大
津
駅

図 2 実験イメージ図

ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
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ロ
ロ
ロ



ー
で
利
用
可
能
な
商
品
券
を
同
金
額
分
受
け
取
る
。

･
登
録
者
は
平
日
の
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
も
の
と
す

る
。
(A
M
6
…
30
…
A
M
O
…

@

ね
r

C
&
R

対
象
駅
"
原
水
駅

･
原
水
駅
周
辺
に
無
料
駐
輪
場

(六
三
台
)
を
整
備
し
、

C
&
R
を
行
う
。

･
対
象
地
区
は
、
駅
周
辺
の
大
型
団
地

(緑
腸
台
、
緑

が
丘
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
、
下
原
、
宮
の
上
)
と
す
る
。

(約
一
、
○
○
0
世
帯
)

2

社
会
実
験
の
実
施
方
針

@
J
R
豊
肥
本
線
を
活
用
し
通
勤
者
等
を
対
象
と
し
た
社

会
実
験
を
実
施
す
る
。
実
用
段
階
に
近
い
状
況
で
の
長

期
間

(二
カ
月
継
続
)
行
い
、
P
&
R
等
の
妥
当
性
を

検
討
す
る
。

◎
社
会
実
験
の
計
画
･
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
委
員
会
を
設
置
し
住
民
や
有
識
者
の
意
見
を

広
く
取
入
れ
る
と
同
時
に
、
T
D
M
施
策
の
意
義
･
必

要
性
に
つ
い
て
広
く
一
般
に
広
報
し
、
住
民
の
意
識
の

高
揚
に
努
め
る
。

○

社
会
実
験
実
施
体
制

(図
3
･
4
)

･
社
会
実
験
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
運
営
組
織
と
し

て
、
学
識
経
験
者
、
地
元
経
済
界
、
交
通
管
理
者
及

び
関
係
行
政
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る

｢熊
本
都
市
圏

社
会
実
験
検
討
委
員
会
｣
を
設
置
。
委
員
会
は
P
&

ワーキンググループ

{ *
壽

R利用状況の調査

k

l : P&R実施の
等
価‐改善点

p & R実験の評価
p& R施策の改善P& R実施の決定

起そ≧宝ご玉三九対さきこえ箪鬘轤讓騒翻藤窿髯盤認箋讓露畿燃獲罐饗蜜蘂コ

{ 社会実験検討 1ヒニ >で
きな義強嫌がらシ雫鯵ブー

メ原水駅リニクシヨツプ･
ワーキンググループ

~ コ 』室鰺ルききラゴ
意見提案 な肥後誘導駅効き処翠 j

図 3 社会実験実施体制図

ワークショップ

熊本都市圏社会実験検討委員会

　
　

　
　
　
　

討検

R
実
施
の
決
定
に
関
す
る
こ
と
を
検
討
。

･
各
駅
毎
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
適
し
た
社
会
実
験
の
実
施
計
画
を
議
論
･

検
討
す
る
。
P
&
R
に
つ
い
て
住
民
等
か
ら
意
見
を

聴
く
と
と
も
に
、
P
&
R
の
重
要
性
を
積
極
的
に
住

民
に
呼
び
か
け
る
。

扇
禦ぎ
膨

　

　
　
　

一

図 ロー

･
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

1　

内
容
、
委
員
会
の
意
向
を
ふ
ま
え
て
、
社
会
実
験
案

200

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
関
係
行
政
機
関
、
交
通
事
業

セ行

者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
験
の
計
画
･
運
営
な
ど

道

を
担
当
。

4　　　

委員会



ワ
ー
ク
シ

1

委
員
会
等
の
開
催
状
況

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
司
会
進
行

ヨ
ツ
ブ
の
開
催
状
況

四

熊
本
都
市
圏
社
会
実
験
検
討
委
員
会
及
び

四 表 1 改善目標

項 目 手 法 目 標

交通渋滞の緩和 交通量調査、 渋滞

長調査
交通量 5 % 削減

住民に対する施策
の認知度の向上

広 報 初期の段階から広報や情報提供を行う

様々な手段を活用した広報を行う

PI等住民の参加と

意見の反映への取

組み

ワークショップ 計画時点の早い段階から住民が参加でき

る体制の構築及び、 環境の提供

関係機関との連携

等一体的取組み
委員会、 ワーキン

ググループ

各事業者や行政機関等が協力体制、合意
形成が行える体制の構築

②

改
善
目
標

本
実
験
を
実
施
す
る
に
当
た
り
表
1
の
と
お
り
改
善
目

標
を
設
定
し
た
。

叉 表2 委員会の開催状況

開催回数 備考

熊本都市圏社会実験検討委員会 3回

社会実験検討ワーキンググループ 3回

ワークショップ

武蔵塚駅 6回 1回平均29人

原水駅 4回 1回平均16人

肥後大津駅 4回 1回平均15人

役
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
設
け
、
円
滑
な
進
行
に
努

め
た
。
ま
た
、
合
同
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
学

識
経
験
者
を
講
師
に
招
い
て
勉
強
会
を
実
施
し
、
施
策
の

理
解
を
深
め
た

(表
2
、
写
真
1
)。

写真 1 ワークショップ全景

表 3

項 目 当初計回時 腱驗方法 備考
駐車料金(商品券)1カ月分 5,000円 5,000円 商藥施設の希望額。

駐駐車場利用日 月~金 月~金

場駐車場利用時間 7･00~ 24ミ00 6郊0~ 24:30 始発、終電にあわせ少し余裕が必要くりリシヨッブ意見)
利用目的 通勤 通勤以外でも可 通勤者だけが対象か?(リヤシヨリブ意見)

周
辺
の
整
備
等

武蔵塚駅
駐車台数 "00台 t10台 商薫施設の調整により決定。
出]中項“'酪備 ･し‘‘･･･.･･霧 砂利道ぐ狭くて歩きにくい。(ワ‐クシヨップ意見)
駐車場の照明灯整備 2基 夜間は暗いし、危険。街灯整備を要望(ワ‐クシヨリブ意見)
駐車場め駅間の照明灯整備 8基 夜間は暗いし、危険。街灯整備を要望(リリシヨッブ意見)
案内板の整備 盤牧 進入経路観まつきり示してほしい(ワリシヨリブ意見)
誘導員の配置 実験初日か2日間 進入経路をはっきり示してほしい(ワ‐クシヨリブ意見)

悩★岡.
駐輪場建設 85台 63台 緑を残した駐輪場整備をり‐“ショップで要望され台数緘
駐陰場の照明灯整備 2基 夜間は暗いし、危険。街灯整備を要望(り‐"ショップ意見)
誘導員の配置 実験初日から2日間 武蔵塚ワークショップの意見考慮

肥後大津駅
駐車台数 TOO台 80台 商業施設との調整により決定。
駐車場の照明灯整備 5基 夜間は暗いし、危険。街灯盤備を要望(ワ一男リブ意見)
駐車場の駅間の照明灯整備 6基 夜間は暗いし、危険。街灯整備を要望(り‐ク舞リブ意見)
案内板の整備 博故 武蔵塚ワークショップの意見考慮
誘導員の配置 裏談初日から2日間 武蔵塚ワークシ当ソプの意見考慮

JR車両の増結 S便鞘銭 朝夕は車両を増やしてほしい(リ一ショップ意見)
参公共交通機関の利用運賃 自己負担 自己負担

者参加者への特典 全員(擾品) 参加者に賞金(賞品)を!(ワリシヨブブ意見)

広
熊本日日新聞 1回(せ5段) 2回(7段)
熊日すぽいす 1回 マスコミを通して広報必要
FMラジオ O マスコミを通して広報必要

モ参加募集ボ第‐等の作成 O O
公務員の方々 の協力をKワ‐クシヨリブ意見)企業へ協力要請 25社 剥奪忍官公庁追加)

インターネット受付 O
募モニター受付場所 事務局 脇梨施設華ど腸リン?
策問合せ(苦情処理)窓口常設 事務局 事蹄局(フチ円ヤル電話)て
謬傷害保険 加入 加入

2

住
民
意
見
の
社
会
実
験
実
施
方
法
へ
の
反
映

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
よ
り
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と

に
実
験
方
法
を
表
3
の
と
お
り
策
定
し
た
。
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五

広
報
活
動

広
報
活
動
は
、
新
聞
広
告
、
熊
本
工
事
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
タ
ウ
ン
誌
、
行
政
広
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
･
社
会
実
験
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

本
実
験
は
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
組
み
と
な
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
採
用
と
熊
本
都
市
圏
の
渋
滞
対
策
へ

の
注
目
が
高
い
中
で
の
実
施
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等

で
実
施
前
か
ら
終
了
後
ま
で
数
回
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
上

げ
ら
れ
、
更
に
特
集
番
組
も
組
ま
れ
る
な
ど
、
住
民
へ
の

認
知
度
は
向
上
さ
れ
た
と
考
え
る
。

六

社
会
実
験
参
加
状
況

表 4 社会実験参加状況

に
車
数

め
院
台

た

ね

翁

の

し
鞠

保
媛

美
雄
場 謠 鞠

潴
旧
参

武蔵塚駅 胎 叺m 狄
原水駅 鐙 狄 臥

肥後大津駅 胎 臥 臥
計 聯 狄 臥

社
会
実
験
の
た
め
に
確
保
し
た
駐
車
場
台
数
は
二
五
三

台
で
あ
る
中
で
、
モ
ニ
タ
ー
登
録
者
数
は
一
七
五
人
で
あ

り
、
実
際
実
施
し
た
人
は
一
日
平
均
で
三
六
八
と
参
加
は

低
調
で
あ
っ
た

(表
4
)。

表 5 モニタ一不参加の事情

回答数 恰聖ロ
1,

仕事の都合 471 離
2,

お酒を飲んだ
。

飲む予定 お %
3
,

天候のせい 72 知
4
.

きつかった 鱒 鑓
5.

出張 32 拗
6.

急いでいたから お 紅
7 .

自動車を利用できなかった 24 蜘
8 .

帰宅時に用事 器 “
9
.

その他 AV 粥

七

実
験
結
果
及
び
分
析

1

P
&
R
実
験
の
結
果

実
験
実
施
中
に
実
態
調
査
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。①

渋
滞
実
態
調
査

主
要
な
四
交
差
点
で
、
通
勤
時
間
帯

(A
M
7
…

の
~
9
…
①
)
の
交
通
量
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

調
査
日
の
実
験
参
加
者
数
は
五
〇
名
程
度
に
す
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
験
に
よ
る
効
果
は
把
握
出
来

な
か
っ
た
。
ま
た
、
渋
滞
長
調
査
、
旅
行
速
度
調
査

に
お
い
て
も
同
様
の
結
果
と
な
っ
た
。

②

モ
ニ
タ
ー
参
加
状
況

実
験
参
加
者
は
モ
ニ
タ
ー
登
録
者
の
約
二
○
%
前

後
で
あ
り
、
参
加
率
は
低
調
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て

｢仕
事
の
都
合
｣
が
約
六
割
を

表 6 通勤費用の比較

定期料金 (J R、 バス) 自動車通勤費
(アンケート結果)

金
R

料
J

鋤 金
ス

料
バ

期定
△□

車
金

駐
料

費料燃 合

武蔵塚駅~市役所 6
,
550円 瑚 州雌 鍋 繍 繍原水駅~市役所 8
,
260円 瓣 円Û〔ぁ13 岬 嬬 嬬肥後大津駅~市役所 lo
,
910円 抑 円Û4

“
16 岬 円nvG

“
13 円nYG

"
聡

占
め
た

(表
5
)。

③

通
勤
費
用
の
比
較

実
験
参
加
者
に
自
動
車
通
勤
を
一
ヶ
月
行
っ
た
場

合
の
費
用
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
駐
車
場
代

は
大
半
が
無
料
で
あ
り
、
P
&
R
に
よ
る
公
共
交
通

機
関
の
一
ヶ
月
の
定
期
代
と
自
動
車
通
勤
費
を
比
較

す
る
と
、
公
共
交
通
機
関
利
用
の
場
合
が
割
高
と
な

る

(表
6
)
。
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④

商
品
券
購
入
に
よ
る
駐
車
場
利
用
状
況

今
回
の
商
品
券
購
入
に
よ
る
駐
車
場
利
用
に
関
し

て
は
、
｢方
法
、
金
額
と
も
適
切
｣
と
す
る
無
条
件

で
賛
成
す
る
人
は
半
数
以
上
を
占
め
、
条
件
付
き
を

含
め
る
と
約
八
割
が
賛
成
し
て
お
り
、
本
実
験
の
シ

ス
テ
ム
に
理
解
を
示
し
て
い
る

(表
7
)。

表 7 商品券購入による駐車場利用に関して み余
⑤

継
続
意
向
調
査

実
験
参
加
者
に
対
し
、
継
続
意
向
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
三
駅
と
も
四
割
以
上

の
回
答
者
が

｢是
非
継
続
し
た
い
｣
と
無
条
件
継
続

を
希
望
し
て
お
り
、
条
件
付
継
続
希
望
者
を
含
め
る

と
七
割
以
上
が
継
続
を
希
望
し
て
い
る

(表
8
)。

⑥

参
加
の
条
件

条
件
付
継
続
希
望
者
の
条
件
を
見
る
と
、
｢運
賃

回答数 洽生n
1,

この方法及び金額とも適切である 34 燃
2 ,

無料にした方がよい 9 眺

鞠商,力織
を

礁
虱

雄
視

め
錬

3
蜷 翔

総廳働通
い

く
瀬

な

方
終
れ

繭
撒

4
11 蜷

5 .
その他 hD 菊

合 65 100

な
ど
の
割
引
制
度
の
導
入
｣、
｢公
共
交
通
機
関
の
乗

り
継
ぎ
の
快
適
｣、
｢連
行
本
数
の
増
便
｣
の
順
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
項
目
は
本
格
実
施
へ
の
重
要

な
課
題
と
な
る
(表
9
)。

表 8 継続意向のアンケート結果

武蔵塚駅 原水駅 肥後大津駅 合 洽車口
継続したい 28人 421 % 狄 42

,
1 % 臥 42

.
3 % 47人 416 %

条件付継続 19人 27
.
9 % 狄 彫36 狄 彫30 臥 脇鍵

継続しない 21人 30
.
9 % 狄 跳れ 狄 %第 臥 協第

計 68人 l00 % 臥 彰 狄 聯 狄u “

2

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
結
果

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
意
識
の
変
化

･
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
に
、
P
&
R
の
理
解
度
及

び
必
要
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
毎
に
実
施
し
、
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
取

ま
と
め
た
。

P
&
R
の
理
解
度
及
び
必
要
度
と
も
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
重
ね
る
毎
に
意
識
レ
ベ
ル
の
上
昇
が
見
ら

れ
た

(図
5
･
6
)
。

表 9 本格実施時に ｢条件が整えば利用する｣ 方の条件

第1位 第2位 第3位 踵 恰生ロ
①運賃の割引制度などが導入されれば “ ○ソ ハノム 71 榔
②公共交通機関の乗り継ぎがもっと便利になれば u ワゾ に･〕 52 鴉
③連行本数が増便されれば hD ハソ AU 33 鮒
④駐車場がもっと駅の近くに設置されれば メ4 AU バハマ 28 馬
@)列車内がもっと快適になれば nY にJ に･〕 姫 鉈
⑥最終電車の時刻が延長されれば 14 1上 QJ 14 弼
⑦所要時間が短縮されれば Û 1上 バー AU 芻
⑧その他 AV n乙 14 盤 %

合 計 “ " 36 242 100

加重計算 (第1位× 3 + 第 2 位× 2 + 第 3位)
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図 5 P&Rの理解度の意識変化

理
解
度
2

理
解
度
-

　　　 　　　　　
図 6 P & Rの必要度の意識

　　
必
要
度
3

　

必
要
度
2

袋

八

総
合
評
価

･
実
験
に
参
加
し
た
の
は
平
均
三
六
人
/
日
で
あ
り
、

麗圓

　

　

　

　

　

人
数

渋
滞
緩
和
効
果
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。
主
な
理
由

と
し
て

｢仕
事
の
都
合
｣
が
あ
げ
ら
れ
、
具
体
的
に
は

｢仕
事
で
自
動
車
を
利
用
す
る
｣、
｢仕
事
上
帰
宅
時
の

J
R
便
が
合
わ
な
い
｣
等
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

通
勤
費
用
が
公
共
交
通
機
関
利
用
よ
り
高
く
な
る
こ
と

や
、
通
勤
所
要
時
間
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
っ

た
こ
と
も
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
項
の
改

善
が
本
格
実
施
に
向
け
て
の
大
き
な
条
件
と
な
る
と
思

わ
れ
る
。
一
方
で
、
P
&
R
は

｢定
時
制
の
確
保
･
自

分
の
時
間
が
持
て
る
｣
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
認
識
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
本
格
実
施
に
向
け
て
継
続
意
向
は
、
三
駅
と

も
四
割
以
上
の
回
答
者
が

｢是
非
継
続
し
た
い
｣
と
希

望
し
、
条
件
付
継
続
希
望
を
合
わ
せ
る
と
七
割
以
上
が

継
続
を
希
望
し
て
お
り
、
今
後
、
課
題
解
決
に
よ
り
本

格
的
導
入
に
向
け
た
可
能
性
は
高
い
。

･
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に
よ
り
、
参
加
者
は
都
市
圏

の
交
通
問
題
、
問
題
解
決
の
た
め
の
P
&
R
の
意
義
･

必
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
高
揚
が
図
ら
れ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
よ
る
と
参
加
者
の
半
数
以
上
が
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
継
続
を
希
望
さ
れ
て
お
り
、
都
市
交
通
問
題
な

ど
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。
さ
ら
に
は
、
住
民
と

行
政
の

｢
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
｣
を
望
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
今
回
の
方
法
は
、
施
策
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
ひ
と
つ
の
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ

る
o

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

が
実
験
モ
ニ
タ
ー
の
参
加
に
直
接
結
び
つ
い
て
お
ら

ず
、
今
後
の
課
題
が
残
っ
た
。

･
今
回
の
実
験
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
に
よ
り
、
実
施
前

か
ら
終
了
ま
で
、
大
き
く
取
上
げ
ら
れ
熊
本
都
市
圏
で

交
通
問
題
に
関
す
る
取
組
み
が
広
く
認
識
さ
れ
た
。

･
実
験
の
運
営
組
織
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、
経
済
界
、

交
通
事
業
者
、
交
通
管
理
者
、
関
係
行
政
機
関
に
よ
る

役
割
分
担
を
行
い
実
施
し
、
実
験
期
間
中
に
お
い
て
は

J
R
車
両
の
増
結
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
し
た
取
組

み
が
で
き
た
。

九

今
後
の
取
組
み

今
回
の
実
験
は
、
P
&
R
の
本
格
的
導
入
を
目
指
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
験
実
施
前
か
ら
住
民
と
行

政
が
協
力
し
て
実
施
案
の
策
定
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

手
法
を
導
入
し
て
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
交
通
計

画
の
実
践
に
向
け
て
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
乗
り
換
え
の
利
便
性
や
駐
車
場

の
確
保
、
料
金
な
ど
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
実

験
の
成
果
を
踏
ま
え
、
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
り
社
会
実

験
を
繰
り
返
し
、
そ
の
定
着
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
人
の

理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
住

民
と
の
対
話
を
図
り
な
が
ら
取
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

3 8 道行セ 2001.11
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線
路
敷
設
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
(そ
の
2
)

"

通
路
舗
装
虹
事
完
了
後
の
掘
削
抑
制
情
報
の
公
表

翻　
2001,11

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

三

掘
削
抑
制
情
報
の
公
表
に
つ
い
て

円
滑
化
方
針
に
お
い
て
は
、
｢道
路
舗
装
工
事
完
了
後

の
掘
削
禁
止
措
置
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
は
区
間
ご
と

の
禁
止
期
間
情
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表
を
平

成
一
二
年
度
内
に
図
る
こ

と
さ
れ
て
い
る
。

掘
削
抑
制
情
報
は
、
道
路
の
ど
の
区
間
に
つ
い
て
、
い

つ
ま
で
掘
削
抑
制
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
事
業
者

が
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
者
の
事
業
計
画
の
策

定
と
円
滑
な
道
路
工
事
調
整
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
道
路
の
区
間
ご
と
の
掘
削
抑
制
情
報
を
少
な
く
と
も

表
形
式
で
掲
載
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(事
例
2
)
。

さ
ら
に
、
で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、

地
図
に
よ
り
併
せ
て
図
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

(事
例

3

.
4
)
0

一

は
じ
め
に

線
路
敷
設
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、

一
〇
月
号
に
引
き
続
き
、
道
路
占
用
許
可
手
続
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
と
掘
削
抑
制
情
報
に
つ
い
て
、
地
方
整
備
局
に

お
け
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

二

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て

(前
号
か
ら
続
く
)

6

工
事
規
制

道
路
舗
装
工
事
完
了
後
の
掘
削
抑
制
措
置
及
び
地
下
埋

設
工
事
等
の
年
度
末
等
特
定
の
時
期
へ
の
集
中
の
抑
制
措

置
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
、
趣
旨
等
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

工
事
規
制
に
関
し
て
は
、
道
路
工
事
調
整
会
議
の
流
れ
や

道
路
工
事
調
整
の
手
続
と
も
密
接
に
連
関
す
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
そ
こ
で
併
せ
て
記
載
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
掘
削
抑
制
情
報
に
つ
い
て
は
、
別
途
掘
削
抑
制

措
置
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
道
路
の
区
間
及
び
期
間
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る

(後
記
三
参
照
)
(事
例
1
)。

7

工
事
施
工
要
領

一
部
の
N
C
C
等
か
ら
、
道
路
の
掘
削
に
関
す
る
基
準

や
条
件
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
分
か
り
に

く
い
と
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
占
用
工
事
の
施
工
方

法
に
関
す
る
基
準
や
留
意
事
項
等
を
記
載
す
る
。例
え
ば
、

道
路
法
施
行
令
や
道
路
法
施
行
規
則
の
該
当
条
文
、
関
係

通
達
、
一
般
的
な
占
用
許
可
条
件
、
占
用
工
事
に
関
す
る

仕
様
書
等
を
掲
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。



(1)年度末等特定の時期における工事の集中の抑制の緩和について

特定の時期への工事の集中の傾向等に歯止めがかからず、 国民から強い批判を

受けていることから、 現在、 地下埋設工事等の年度末等特定の時期への集中の抑

制措置 (以下 ｢工事抑制措置｣ という。) を下記のとおり行っています。
○抑制時期について
① 年度末 (3月1日~ 3月31日) は、 次の工事を除き、 原則抑制しています。

･ 推進工事等で交通の流れに影響のない地下工事

･ 占用工事で地域住民の日常生活に必要な引込工事

･ 事故等に対応する緊急工事
なお、 対象地域は、 新潟市、 富山市、 金沢市の市域ですが, 地域により

異なることがありますので、 当該道路を管理する事務所又は出張所にお問

い合わせして下さい。

② お盆、 連休等交通が輻輳する特定期間* は、 通行を規制する工事は実施し

ません。
*特定期間は、 当該道路を管理する事務所において決まっています。

③ 冬期降雪期間 (概ね毎年12月20日~ 翌年3月31日) は、 通行を規制し、 若

しくは、 除雪に支障を生じる工事は、 原則抑制しています。

四

お
わ
り
に

以
上
、
二
回
に
わ
た
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
掘
削
抑

制
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
、
地
方
整
備
局
に
お
け
る
事
例

等
を
紹
介
し
た
。
道
路
管
理
者
に
よ
っ
て
は
、
予
算
上
の

問
題
等
か
ら
当
面
窓
口
へ
の
備
付
け
の
方
法
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
掘
削
抑
制

但し、 第一種電気通信事業者が光ファイバーを敷設するために行う工事につい

て、 概ね四半期ごとに工事箇所について必要な調整を行い、 冬期 ･年度末の道路

交通に著しい影響を与えない範囲で ｢工事抑制措置｣ を緩和することとします。
なお、 この場合であっても, 非開削工法の推進、 共同施工の推進等により、 道

路交通への支障を最小限に抑えることとし、 特定の時期への工事の集中を避け、
路上工事の平準化に努めるものとします。

また、 上記の措置は、 平成13年度から平成17年度までの 5年間の運用になりま

す。

(2)道路の掘り返し防止対策の徹底について

地下埋設工事等による掘り返しが依然として交通渋滞の大きな要因とされてい

ること及び道路の掘り返し工事に対する国民の批判に応えるため、国土交通省は、
道路舗装工事完了後、 原則として下記のとおり一定期間当該箇所の掘り返しを抑

制しています。 (昭和37年10月23日閣議了解)

○一定期間 (閣議了解)
コンクリート舗装 ; 5 年

アスファルト舗装 : 3 年

また、 上記期間経過後であっても、 道路交通の障害及び道路の損傷を最小限に

とどめるため、 さらに 2年間を原則として地下埋設工事等は抑制しています。
したがって、 真にやむを得ない事由により、 当該規制区間内に地下埋設工事等

を占用許可申請するときは、 事前に当該道路を管理する事務所又は出張所にお問

い合わせして下さい。

情
報
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
円
滑
化
方
針
の
中
で
イ
ン
タ

ト
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
、
格
別
の
事
情
の
な

い
限
り
、
速
や
か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
両
措
置
に
つ

い
て
既
に
対
応
済
み
の
道
路
管
理
者
に
あ
っ
て
も
、
そ
の

内
容
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
本
稿
が

そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

封
は
Mb
"＼
＼
〆})
))
"
.民具結う
ロ
ー｣一針
戦
○
｣□
＼
封
で
○
封
に
＼
ロ
ーQ
①凶
＼の①□

　
　　
　
　　　
　　　
　　
　
　　
　　

※

地
方
整
備
局
に
お
け
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
関 ホ
東 1 わ

　　
整 1 備
備 ジ 局
局 で に

参 お
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事例 2 掘削抑制情報 (表形式)

平成13年3月現在一般道路24号掘り返し規制情報

市町村区分 区 間 キロ
ポスト

延長
(m )

掘り返し規制期間 備考及び
13年度舗装工事予
(舗装工事以降は親

がかかります)

車道 歩道
上り 下り 上り 下り

奈良市 目)奈良市杏町
至)大和郡山市下三橋町(下三橋交差点)

41.89
434 15lo H 17･10 H 17･10 1車線

奈良市 目)奈良市杏町
至)大和郡山市下三橋町(下三橋町交差点)

41.89
43.4

l5lo H 17･10 H17･10 2車線

奈良市 目)奈良市佐保台西町
至)奈良市佐保台西町 35.565

250 H 16、8 H 15,8 2車線

奈良市 目)奈良市三条大路一丁目
至)奈良市四条大路一丁目

39.35
39.68

330 H 13,10 H 13.10 1車線

奈良市 目)奈良市四条大路1丁目5一82、5一43
至)奈良市四条大路1丁目5一82、5一43 39.73

89 H 17.2

奈良市 目)奈良市四条大路一丁目
至)奈良市四条大路一丁目

39.48 200 H 13.10 2車線

奈良市 目)奈良市西九条町5丁目2ー9
至)奈良市西九条町5丁目2ー9

42｣
42.l

16I H14.9

奈良市 目)奈良市二条大路南一丁目
至)奈良市三条大路一丁目

39,055 295 H 13.10 1車線

奈良市 目)奈良市二条大路南一丁目
至)奈良市二条大路南一丁目

38.95
39.035

86 H 13.10 H 13,TO 1車線

奈良市 目)奈良市二条大路南一丁目
至)奈良市四条大路一丁目 39.48

530 H 13.10 H 13.lo 2車線

奈良市 目)奈良市法華寺町
至)奈良市二条大路南一丁目

38,75
38,85

100 H 15,8 2車線

奈良市 目)奈良市法華寺町
至)奈良市法華寺町

37,68
37.74

60 H 13,5 車線

奈良市 目)奈良市法華寺町
至)奈良市法華寺町(菰川橋東交差点)

37.645
37.735

90 H 13.5 2車線

奈良市 目)奈良市法華寺町
至)奈良市法華寺町

37.585
37.645

60 H 13.5 2車線

奈良市 目)奈良市法華寺町(菰川橋交差点)
至)奈良市法華寺町 90 H13.5 1車線

奈良市 目)奈良市法華寺町(法華寺町東交差点)
至)奈良市法華寺町 155 H 13,5 1車線

奈良市 目)奈良市法華寺町(法華寺町東交差点)
至)奈良市法華寺町 165 H 13.5 車線

奈良市 目)奈良市法蓮町433- 1、384
至)奈良市法蓮町433一1、384 37 113 H 17.9

大和郡山市目)大和郡山市伊豆七条町
至)大和郡山市横田町 47,

245 H 17,8 2車線

大和郡山市目)大和郡山市発志院町
至)天理市南六条町 2260 H 17.8 H l7,8 1車線

大和郡山市目)大和郡山市発志院町
至)大和郡山市伊豆七条町

45.65
47.53

l880 H 17,8 H 1フ,8 2車線

天理市 目)天理市庵治町264- 2
至)天理市庵治町209一8 513 57 H 17.3

天理市 目)天理市嘉幡町
至)天理市庵治町

50.6
609 310 H 15.8

天理市 目)天理市嘉幡町
至)天理市庵治町

50.03
51,15

l20 H15,8

天理市 目)天理市南六条町
至)天理市嘉幡町

47.915
49.76

l845 H 13,8 1車線

天理市 目)天理市南六条町
至)天理市嘉幡町

479
49.995

2096 H 15,5 1車線

天理市 目)天理市南六条町86一1
至)天理市南六条町86一1

47.96
47.96

57 H 17･10

天理市 目)天理市二階堂上之庄町
至)天理市二階堂上之庄町

494
494 “ HT7,1

天理市 目)天理市二階堂上之庄町342一1
至)天理市二階堂上之庄町282一3 49.55

l70 H 16.11 H T6.11

天理市 目)天理市二階堂上之庄町342一3
至)天理市二階堂上之庄町342‐3

49.34
49.34

173 H15.6

田原本町 目)田原本町鍵123- 4
至)田原本町鍵124 53.08

80 H 16.12

道行セ 2001,l1 4 /



事例 3 掘削抑制情報 (地図形式 その 1 )

　　　　　　　　 　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

門掘削禁止期間情報の案内(国道★フ号線)

圏掘削禁止期間について
久坩影′らoLCモズ誤≦髪をブメル“-"絵′′、""M戈歩笂海ト冬"物署“髪嘴髯シリ"給ぶU/Uを‘〉･osレ“′′傑出LZ.掟髻ミ@路答は彰“しく̂′▲"脳儀蛍w｣2′̂*参′メタルにÛ〉̂マ◇Û“~とkに‘】敏仁』〆̂警らムハしく'̂′′もと̂̂※↓′“ミイー桜許妙魂ベミイのよKきU"̂̂′ぬく私“ミムね侠′〆髻がン̂芸躰と′′九誘盃′"膨“-▲比内岱覆乙ぞ′欧略ね′て×鈞訛篭、い･んk

以下に、国道17号線の掘削禁止期間情報を掲載します。
掘削禁止となっている区間について車道･歩道に分けて(さらにそれぞれ上り･下りに分かれています)禁止期間が

記載されています。

掘削禁止期間情報一覧

-＼
〉

一

地
図
で
確
翻

館

=

地
図
で
確
認

②

一

蛮圓榊夕霊 1･34km

←l榊薹 = 須田町 ｣にコ国
毯圓圓蠅 0･94km

寒l剛榊日 神田明神前 ーヒコ國
　　　　　　 　　　
=薑嚢川 本郷三T 目 1にコ璽
※鬮圓多頚 0･88km

}美嚢薹 = 本郷弥生 ーにコ圈
、ぷ圓 鬮季醸 104km

"圓圓= ｣ 白山上 ーにコ鬮
裝圓圓淺 0･82km

;目鬮圓肛 千石駅前 ーにコ圏
き鬮鬮金露 0･96km

:=■剛 は 巣鴨駅前 ｣にコ回
　　　　　 　　　
!美鬮圓;= 西巣鴨 ーにコ璽
　　　　　 　　　　　　

"剛榊i ｣ 板橋‐T目 ーにコ國
▼嚢圓 ;獨 075km
=讓榊i L 板橋区役所前 ーに謡圏
き圓鬮迄ミ鷄 u 6km
=圓圓 = 大和町 ーに聾回
~鬮圓で圀 0･61km

=鬮薹 = 泉町 lにヱ鬮
　　　　　 　　　
　　　　　 　　　　　 　　　　

釀費霧齪 1･04km

il圓鬘讓‘= 志村三丁目 ｣に霊璽

掘削禁止期間 13年度
舗装工事

予定の有無
車道 1 歩道

上り l 下り l 上り l 下り

~ H 17 l ~ H17 l l l

l l ~ 甜3 1 ~ H13 I

~ H 15 - ~ H15 l ~ H13 l ~ H13 l第1四半期

l l l l 第1四半期

~ H 17 l ~ H17 l ~ H13 l ~ m 3 1 第1四半期

~ ㈱ - ~ H16 l l l 第4四半期

~ H14 ト H15 l l l 鮒四半期

~ H14 1 ~ H14 l l l

1 l l l

1 l l 1 第2四半期

~日15 -~期5 I l l

~日15 1 ~ H15 l l l

~ Hl3 1 ~日13 l l l

~日13 1 ~日13 I l l
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事例 4 掘削抑制情報 (地図形式 その2 )

掘削禁止期間
(国道1号)

箱 櫨穿奮戦操鶴 P b 五反田大牌 I筆 き ~ '{
.凝猛勇…増--癬“{… ん鬘 鼠一挙W # 鮨.Q藤し度幻,7m W = 4Q oln ｣ = 第證肩緘しゞ' !" ･&に川津 濡事; W‘磁30.Qm Lニーア妻鯖 W滋 " .3n1

Y 一般国盪鰯定区間)

　　 　 　 　
　 　　　 　　　 　 　 　 　

高遼道路(計 画)
圓 平成 l a年度まで
l劣鰯璧蜜瀝饗嚢聽韓狄鱸開 平破麓4 牢康まで

平慮 1 6年廣まで

平成 1 8年度まで

平成 l 7年朧まで
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5
札
幌
市
か
ら
市
民
へ
の
提
棄
$

札
幌
市
企
画
調
整
局
都
心
交
通
担
当
課
長

筑
田

清
貴

一

は
じ
め
に

札
幌
市
は
、
北
海
道
の
石
狩
平
野
の
南
西
部
に
位
置
し

て
お
り
、
東
は
石
狩
川
か
ら
野
幌
原
始
林
に
か
け
て
の
低

地
帯
、
西
は
手
稲
山
系
と
東
西
四
二
･
三
皿
に
広
が
り
、

南
は
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
に
連
な
る
山
岳
地
帯
、
北
は
日

本
海
に
接
す
る
石
狩
砂
丘
地
と
南
北
四
五
･
四
皿
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

面
積
は
、
全
市
域
で
約
一
、
一
二
一
平
方
皿
で
あ
り
、

い
わ
き
市
、
静
岡
市
に
次
い
で
、
市
と
し
て
全
国
三
番
目

の
広
さ
で
す
。

札
幌
の
都
心
部
が
あ
る
中
央
区
は
、
古
く
か
ら
札
幌
市

は
も
と
よ
り
、
北
海
道
の
政
治
･
経
済
･
文
化
の
中
心
地

と
し
て
発
展
し
、
高
度
な
都
市
機
能
が
集
積
し
て
い
る
区

で
あ
り
、
都
心
に
は
、
時
計
台
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
な
ど
の

歴
史
的
建
物
が
あ
る
と
と
も
に
、
明
治
初
期
の
ま
ち
づ
く

り
に
由
来
す
る
碁
盤
の
目
状
の
道
路
が
特
徴
に
な
っ
て
い

ま
す
。

札
幌
市
で
は
、
平
成
一
〇
年
に

｢札
幌
市
基
本
構
想
｣

を
定
め
、
平
成
三
二
年
を
目
標
と
す
る
、
街
づ
く
り
の
目

標
を
定
め
て
お
り
、
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
し
て
は

｢北

方
圏
の
拠
点
都
市
｣、
｢新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
生
活
都

市
｣
を
基
本
理
念
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
構
想
を
受
け
、
平
成
三
一年
に
第
四
次
札
幌

市
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
の
長
期
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
都
心
の
実
現
を
交
通
面
か
ら

支
え
る
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
、
歩
行
者
や
環
境

を
重
視
し
た
、
都
心
の
交
通
像
に
つ
い
て
、
今
年
五
月
に

市
民
に
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
性
格
と
し
て
は
、
札
幌
市

が
都
心
交
通
の
望
ま
し
い
姿
に
向
け
た
基
本
目
標
と
し
て

の
理
念
と
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
的
方
針

を
あ
る
程
度
具
体
化
し
た
、
今
後
概
ね
二
〇
年
間
に
取
り

組
む
べ
き
主
な
施
策
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

も
と
に
、
市
民
、
関
係
団
体
、
関
係
行
政
機
関
が
と
も
に

幅
広
く
議
論
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　

　
　

ヨ

M

　　

　

　
　

　

　

　

　都

“

都心変通ビジョン



二

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
背
景
な
ど

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
至
っ
た
、
背
景
及
び
必

要
性
と
し
て
は
、
｢都
心
の
魅
力
･
活
力
向
上
の
必
要
性
｣、

｢高
齢
社
会
等
へ
の
対
応
｣
、
｢環
境
問
題
へ
の
対
応
｣
、

｢市
民
意
識
の
変
化
｣
、
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
｢都
心
の
魅
力

･
活
力
向
上
の
必
要
性
｣
に
つ

い
て
は
、
都
心
が
都
市
活
動
の
最
も
中
心
と
な
る
拠
点
で

あ
り
、
今
後
と
も
、
そ
の
機
能
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
第
四
次
長
期
総
合
計
画
で
も
、
魅

力
的
で
活
力
あ
る
都
心
の
整
備
を
目
標
に
、
交
通
を
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
主
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
｢高
齢
社
会
等
へ
の
対
応
｣
で
す
が
、
今
後
増

加
が
予
想
さ
れ
る
高
齢
者
や
、体
が
不
自
由
な
方
を
含
め
、

誰
も
が
安
全
･
快
適
に
移
動
が
で
き
る
都
市
空
間
の
形
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
｢環
境
問
題
へ
の
対
応
｣
と
し
て
は
、
都
心
部

に
お
け
る
二
酸
化
窒
素
排
出
量
が
、
平
成
一
一
年
度
の
調

査
で
環
境
基
準
値
を
超
え
る
な
ど
、
環
境
の
悪
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
｢市
民
意
識
の
変
化
｣
に
つ
い
て

は
、
市
民
各
層
か
ら
都
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
車
に
依

存
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
や
歩
行
者
を
優
先
し

た
空
間
の
創
出
な
ど
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

三

基
本
目
標
と
基
本
方
針

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
そ
の
基
本
目
標
と
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
四
つ
の
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
は

｢活
力
あ
る
都
心
の
実
現
を
図
る
た
め
、

歩
行
者
や
環
境
を
重
視
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
都
心
の
魅

力
を
享
受
で
き
る
交
通
体
系
を
構
築
す
る
｣
こ
と
で
あ
り
、

都
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
交
通
面
か
ら
支
え
て
い
く
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
つ
の
方
針
と
し
て
は
、
｢歩
行
者
中
心
の
快

適
な
空
間
の
創
出
｣
、
｢都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
｣、

｢限
り
あ
る
空
間
や
道
路
の
有
効
活
用
｣
、
｢都
心
内
に
お

け
る
過
度
な
自
動
車
利
用
の
抑
制
｣
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

｢歩
行
者
中
心
の
快
適
な
空
間
の
創
出
｣
と
は
、
都
心

内
で
の
快
適
な
移
動
や
気
軽
な
た
ま
り
空
間
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
り
、
｢都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
｣
は
、

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
は
公
共
交
通
を
中
心
と
し
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

｢限
り
あ
る
空
間
や
道
路
の
有
効
活
用
｣
は
、
都
心
内

の
道
路
に
つ
い
て
そ
の
機
能
分
担
を
明
確
化
す
る
と
と
も

に
、
時
間
や
場
所
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
な
ど
の
効
率
的

運
用
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
｢都
心
内
に
お
け
る
過
度
な
自
動
車
利
用
の
抑

制
｣
と
は
、
歩
行
者
空
間
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車

が
走
行
し
づ
ら
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
都
心
へ
の
流
入

交
通
量
の
抑
制
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の

場
合
、
や
む
を
得
ず
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
自
動
車
交
通

に
対
し
て
は
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
性
や
都
心
内
モ
ビ
リ
テ
ィ

(移
動
)
を
維
持
す
る
こ
と
や
、
通
過
交
通
に
つ
い
て
は
、

迂
回
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
を
削
減

す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の

｢過
度
な
自
動
車
利
用
の
抑
制
｣
の
考
え
方
は
、

札
幌
市
に
お
け
る
将
来
の
交
通
体
系
に
つ
い
て
調
査
･
審

議
す
る
た
め
の
札
幌
市
総
合
交
通
対
策
調
査
審
議
会
の
答

申

(平
成
一
三
年
)
で
も
、
自
動
車
に
過
度
に
依
存
し
な

い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
特
に
、
都
心
は
公
共
交
通
の
活

用
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
動
車
の
抑
制
を
図
り
、
快
適
な
歩

行
空
間
を
創
出
す
る
な
ど
、
歩
行
者
や
環
境
を
重
視
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ
い
て
、
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

四

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
対
象
エ
リ
ア

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
が
主
に
対
象
と
す
る
エ
リ
ア
は
、

別
図
の
A
の
絹
か
け
が
濃
い
約
一
･
六
如
四
方
の
部
分
で

す
。こ

の
エ
リ
ア
は
、
適
切
な
歩
行
者
空
間
の
確
保
及
び
そ

れ
に
伴
う
自
動
車
交
通
の
抑
制
を
効
果
的
に
行
い
得
る
範

囲
と
し
て
今
回
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
有
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
図
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
、
B
の
帯
で
表

示
し
て
い
る
部
分
が
、
連
続
し
た
快
適
な
歩
行
者
空
間
を

目
指
す
モ
ー
ル
の
部
分
で
す
。
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ま
た
、
札
幌
駅
前
と
大
通
駅
の
二
カ
所
の
C
の
丸
は
、

交
通
結
節
機
能
の
強
化
を
図
り
た
い
部
分
を
表
し
て
い
ま

す
。D

で
表
し
て
い
る
部
分
が
都
心
内
の
幹
線
道
路
と
位
置

づ
け
た
創
成
川
通
で
あ
り
、
そ
の
内
、
破
線
で
示
し
て
い

る
南
五
条
線
か
ら
北
三
条
線
間
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る

二
カ
所
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
、
連
続
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
と
し

て
整
備
し
た
い
と
い
う
区
間
を
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
エ
リ
ア
を
取
り
囲
む
な
ど
、
E
の
帯
が
、
現
在

都
心
を
通
過
し
て
い
る
車
両
の
迂
回
を
図
る
た
め
に
、
機

能
強
化
を
考
え
て
い
る
都
心
外
周
道
路
を
表
し
て
い
ま

す
。五

各
交
通
モ
ー
ド
の
基
本
的
な
考
え
方

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
設
定
し
た
基
本
目
標
、
基

本
方
針
を
受
け
、
歩
行
者
空
間
、
自
動
車
交
通
、
公
共
交

通
な
ど
、各
交
通
モ
ー
ド
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
と
、

主
な
推
進
施
策
に
つ
い
て
別
表
の
内
容
で
、
示
し
て
い
ま

す
。六

今
後
の
進
め
方

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、
市
民
へ

の
提
案
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
市
民
や
関
係
団
体
、
関

係
行
政
機
関
と
幅
広
く
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

市
民
議
論
を
喚
起
す
る
目
的
で
、
札
幌
市
の
広
報
媒
体

で
あ
る

｢広
報
さ
っ
ぽ
ろ
｣
(月
刊
誌
、
市
内
全
世
帯
配

布
)
に
お
い
て
、
二
回
に
わ
た
り
記
事
を
掲
載
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
ま
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各
区
役
所

な
ど
で
広
く
配
布
す
る
と
と
も
に
、
札
幌
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
展
開
す
る
な
ど
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
意
見
を

伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
商
店
街
や
運
輸
業
界
、
障
害
者
団
体
、
都
心

の
ま
ち
づ
く
り
や
交
通
問
題
に
係
る
市
民
団
体
の
代
表
者

に
呼
び
か
け
、
｢都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
｣
を
九
月

に
立
ち
上
げ
、
年
度
内
に
五
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

に
よ
る
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
教
育
関
係
者
の
集
い
や
、
都
市
計
画
関
係
者

に
よ
る
研
究
会
、
都
心
内
の
各
商
店
街
な
ど
と
は
、
個
別

に
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
並
行
し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
都
心

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
や
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策

定
の
動
き
と
も
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
行

っ
て
き
た
様
々
な
社
会
実
験
を
継
続
し
つ
つ
、
市
民
意
見

や
実
験
結
果
を
踏
ま
え
た
、
都
心
の
交
通
計
画
策
定
に
向

け
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
心
の
交
通
計
画
が
策
定
さ
れ
た
後
に
つ
い
て

も
、
各
個
別
施
策
の
事
業
は
、
社
会
情
勢
の
変
動
や
ま
ち

づ
く
り
と
の
整
合
な
ど
に
配
慮
し
、
市
民
議
論
や
社
会
実

験
を
継
続
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

七

市
民
か
ら
の
意
見
な
ど

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
公
表
後
、
一
〇
月
一
〇
日
現
在
に

お
い
て
、
手
紙
や
は
が
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み

な
ど
に
よ
り
約
一
五
〇
人
の
方
々
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

商
店
街
や
、
団
体
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、
継
続

中
で
あ
り
ま
だ
整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
相
当

数
の
意
見
に
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
個
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
つ
い
て
見
る
と
、

都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性
に
賛
同
す
る
も
の
が
、
約

五
割
で
あ
り
、反
対
す
る
も
の
が
一
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
割
強
の
意
見
が
、
都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
一

部
に
は
賛
同
す
る
が
、
他
の
部
分
に
は
賛
同
で
き
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
意
見
は
、
要
望
や
苦
情
な

ど
直
接
都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
関
係
し
な
い
意
見
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方

｢都
心
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
｣
は
、
一
〇
月
ま

で
に
二
回
の
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、
ま
だ
、
そ
の
意
見

の
傾
向
な
ど
を
述
べ
る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
開
催
さ
れ
た
懇
談
会
に
お
い
て
は
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
意
見
交
換

の
深
ま
り
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。



別表 各交通モードにおける基本的な考え方と主な推進施策

歩

行

者

空

間

(1)基本的な考え方
･ 歩行者を優先するゾーンを設定し,都心を訪れる人々 の回遊性及び滞留性を高める。
･ 地下歩行空間の充実などにより, 四季を通じて都心での歩行に桃光適性を向上する。
･ 徒歩による都心内移動の中じき軸を形成し,都心のにぎわいや憩いの場を提供する。

(2)主なチ寓飽施策
･ ネ帥蠣巷駅前通 (地下通路を含む), 大通,倉-同期1通の3軸を歩行者中心の空間とし , それぞれをつなげる。
〔不順駅前通〕

木坤朗窓駅前通は,地上と地下に歩行者空間を確保することにより,都心のシンボル軸を形成する。
地上はモール化などにより,賑わいあふれる空間を形成し,地下は札幌贈貌周辺と大通周辺の 2 地区を結び,

四季を通じて誰もが安全かつ快適に移動できる歩行者空間を創出する。
〔大 通〕

大通は, 避闘幽婉鶴某に重点を置き,各丁目をつなぐことにより,歩“妻空野田を拡大するとともに,公園を連
続化することなどにより,緑あふれる魅力的な空間を創出する。

槍-周り=通〕
倉-阿り=通は,大通との海蟹縮幇生を石督呆するとともに,創或 =の水辺と三体となった十分な歩行空間を確保し,憩

いと潤いの空間を創出する。

自

動

車

交

通

くり 基本的な考え方
･ 都心内の道路は, 機能分担をB縣窪化するとともに,時間炬場所により使い分けるなと交婢胸な運用を図る。
･ 自動車交通は,都心乗り入れを抑制するとともに,都心の通過交通を削減する。
･ 都心の糸載斉活動を維持するため,業務交通の円滑な都心アクセスや都心内モビリティ (移動) は嚢割杲する。

(2)主な才籤飽経莱
･ 本沸騰彌1通, 大通,創勗瓱=通の3軸を中心に歩“魂座間を拡大することで,自動車が走行しづらい環境をつく
り, 目的に応じて自動車利用を抑制する。
〔通過交通〕

通過交通については,都心を通行する自動車 (1日あたり約3 0万台) の約4割を占めることもあり,倉胴瓱=
通アンダーパスの整鰤 褥爵斑運,都心外周道路ゅ饅回す村輻能を向上することにより,都心への流入交通を削減す
る。

〔駐車場〕
駐車場については,都心内の歩行者優先エリアなどで砺fP制を目指し, そのあり方をも含閼朧討を進める。

〔業務交通〕
業務搦樋については,輸配送の効率化を図ると共に,歩イ種控間を拡大した際の,荷さばき施設へのアクセス

導線を確保する。また,荷割まき駐車施設の附置務努化を行うとと湖こ,路外での共同荷さばき施設の設置語賤
せ短時間路上荷さばきのあり方などについて, 樵討を進める。

公

共

交

通

な

ど

(1)基本的な考え方
o 都心内の上棟-婦勺長い区間における移動の開園生を高めるため, 既存の路面電車やバスの活用を含め,新たな公
共交通網を形成する。また,自転車については,都心内の移動手段,あるいは都心及び遍凝謝生者の交通手段と
位置付ける。
･ 複数の交通機関が集まる本帥瞬拶駅, 戈醗瞬け辺において,都心アクセス交通との乗換えをスムーズにする。
･ 公共交通の都心アクセスについては,郊外のターミナル駅等において,父種交通機関との棗総和服難を高める
など,都心を訪れやすい公共交通を目指す。

(2)主なチ箇飽施策
･ 路面電車の活用を図る。
･ 既存バス路線等の活用 (--澤'墹冠共の工夫,超低垪ミ車両導入,都心内区間群島料金化など)を図る。
･ 本臓駅,大通駅における交通結節点鰯能を強化する。
･ 鉄齦賤憲謙雛型バス臨終熱因鍋圏も 強化を図る。
･ 郊外の主要な鍼齦尺において, パーク ･アンド･ライド駐車場を確保する。
･ タクシーについては,利用者に配慮したタクシー乗り場の再配置を行う。
･ モールを中心とした自転車走行空間を石留果し,駐輳赫詠の附置薹期観ヒを行うとともに,鮠購踰錺錢設の整備を行う。



く都心交通ビジョンのイメージ図〉

　　　
　
　　　"〆 ＼

創成川通の将来イメージ 札幌駅前通の将来イメージ

【注記】
の図は、 札幌駅前通 ･大通 ･創成川通の

一ジ図であり、市民議論を活性化するた
こ作成したものであり、 計画を示すもので

りません。

大通の将来イメージ

　　　　　　　 　
く都心を通過するだけの車〉

‘さ 駅前通、大通,創戚j珪頭などを中心に , 創成川逼連続アンダーバスを整備したり、
、 擬行者空間が拡大することで 環状還や都心周辺の外周道路の通行擬能が

自動車は走行しづらくなります。 向上することで都心を通過する
必要がなくなります。
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B A

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課

係
長

新
人
係
員

A
…
そ
ろ
そ
ろ
昼
飯
時
だ
な
。
今
日
は
い
い
天
気
だ
し
、

B
君
、
久
し
ぶ
り
に
外
に
で
も
食
い
に
行
こ
う
か
。

B
…
い
い
で
す
ね
。
行
き
ま
し
ょ
う
。

(歩
き
な
が
ら
)

A
…
と
こ
ろ
で
B
君
、
道
路
の
敷
地
の
所
有
権
が
道
路
管

理
者
に
な
い
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
知

っ
て
る
よ
ね
。

B
…
は
い
。
道
路
管
理
者
は
道
路
を
建
設
す
る
場
合
、
道

路
を
構
成
す
る
土
地
に
つ
い
て
権
原
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
地
上
権
や
借
地
権
の
設
定
に
よ
る
権

原
取
得
も
可
能
で
す
よ
ね
。

A
…
う
ん
、
そ
の
通
り
。
我
々
が
今
歩
い
て
い
る
こ
の
道

だ
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
道
路
管
理
者
で
は
な
い
人
が

所
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
よ
。

と
こ
ろ
で
、
道
路
は

①
路
線
指
定

②
区
域
決
定

③
敷
地
の
権
原
取
得

④
工
事

⑤
供
用
開
始

と
い
う
順
で
一
般
公
衆
の
交
通
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
ま
ね
。

今
朝
、

｢区
域
設
定
後
、
土
地
の
借
地
権
を
取
得
し
た
が
、
土

地
の
所
有
者
が
別
の
者
に
地
上
権
を
設
定
、
登
記
も
経

て
し
ま
っ
た
。
道
路
建
設
の
工
事
を
開
始
し
よ
う
と
し

た
が
、
地
上
権
者
よ
り
異
議
を
と
な
え
ら
れ
て
い
る
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。｣

と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
君
は
こ
れ
に
つ

い
て
ど
う
思
う
?

B

"
民
法
上
は
、
不
動
産
物
件
の
対
抗
要
件
と
し
て
登
記

が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
路
の
敷
地
所
有
権
に
関

し
て
判
例
は

｢国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
有
す
る
敷
地
所
有
権
と
私

人
の
有
す
る
敷
地
所
有
権
の
間
に
優
劣
の
差
は
な
く
、

そ
の
権
利
の
得
喪
変
更
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
百
七
十

七
条
の
適
用
が
あ
る
こ

と
言
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
道
路
管
理
者
は
登
記
を
終
え
た
地

上
権
者
に
対
抗
で
き
ず
、
敷
地
に
つ
い
て
権
原
の
な
い

以
上
、
工
事
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
。

A
M
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
判
例
は
君
の
言
っ
た
通
り
の
判

断
を
し
て
い
る
。
だ
が
、
判
例
は
そ
れ
に
加
え
て

｢
一
旦
道
路
法
上
の
道
路
と
し
て
成
立
す
る
と
、
以
後

そ
の
道
路
を
構
成
す
る
敷
地
の
所
有
権
は
、
道
路
法
に

よ
る
制
限
を
受
け
、
そ
の
後
そ
の
敷
地
を
譲
り
受
け
た

者
は
、
こ
の
制
限
を
受
け
た
土
地
所
有
権
を
取
得
す
る

に
す
ぎ
な
い
。｣
と
も
判
示
し
て
い
る
。

道
路
法
第
四
条
は

｢道
路
を
構
成
す
る
敷
地
は
、
私
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。｣

と
規
定
し
、
道
路
法
第
九
十
一
条
第
二
項
は

｢供
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、
道
路

管
理
者
が
当
該
区
域
に
つ
い
て
の
権
限
を
取
得
し
た
後

に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
に
つ
い
て
道
路
法
第
四
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。｣

と
し
て
い
る
よ
ね
。

と
い
う
こ
と
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
土
地

は
、
こ
の
第
九
十
一
条
二
項
で
い
う
区
域
に
あ
た
る
わ

け
だ
か
ら
、
第
四
条
が
準
用
さ
れ
、
私
権
の
制
限
を
受

5 0 道行セ 2001.11

道
路
法
第
四
集
に
お
け
る
地
上
権
の
扱
い

道
路
局
路
政
課



け
る
わ
け
だ
。

B
…
な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
、
土
地
所
有
者
が
地
上
権
を
設

定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
す
ね
。
い
や
、
待
て

よ
。
第
四
条
は

｢所
有
権
を
移
転
し
、
又
は
抵
当
権
を
設
定
し
、
若
し

く
は
移
転
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
止

と
但
し
書
き
を
し
て
い
る
け
ど
、
地
上
権
を
設
定
す
る

こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
な
ん
だ
ろ
う
か
。

A
係
長
、
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
?

A
…
B
君
、
法
律
の
解
釈
を
す
る
時
は
、
ま
ず
、
そ
の
法

律
が
制
定
さ
れ
た
趣
旨
に
か
え
っ
て
み
よ
う
。

第
四
条
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
は
、
お
よ
そ
道
路
は
行

政
主
体
に
よ
っ
て
直
接
公
共
の
よ
う
に
供
さ
れ
る
物
的

施
設

(公
物
)
で
あ
り
、
こ
れ
を
自
由
な
私
権
の
対
象

と
し
て
放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
所
有

権
の
移
転
又
は
抵
当
権
の
設
定
若
し
く
は
移
転
に
関
し

て
は
、
道
路
を
構
成
す
る
物
件
に
つ
い
て
こ
れ
が
行
わ

れ
て
も
、
道
路
本
来
の
目
的
で
あ
る
一
般
交
通
の
用
に

供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
支
障
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
従

っ
て
法
は
、
所
有
権
の
移
転
又
は
抵
当
権
の
設
定
若
し

く
は
移
転
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
わ

け
だ
。

と
こ
ろ
で
地
上
権
だ
が
、
地
上
権
は

｢他
人
の
土
地
に
お
い
て
工
作
物
又
は
竹
木
を
所
有
す

る
｣

こ
と
を
目
的
と
す
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
趣
旨
に

沿
っ
て
い
え
ば
、
も
し
地
上
権
を
認
め
て
し
ま
う
と
、

と
こ
ろ
で
す
。
今
日
は
日
頃
の
分
ま
で
サ
ラ
ダ
を
腹
一

道
路
を
供
用
す
る
に
あ
た
り
著
し
い
支
障
と
な
る
こ
と

杯
食
わ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
。

は
明
白
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
地
上
権
の
設
定
は
許
さ

れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
だ
よ
ね
。

B
…
な
る
ほ
ど
。
で
も
、
確
か
に
実
際
に
建
物
を
建
築
す

る
こ
と
は
無
理
で
も
、
地
上
権
が
存
在
す
る
こ
と
自
体

ま
で
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気
も
致
し
ま
す

が
。

A
…
う
ん
。
で
も
B
君
、
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
地

上
権
の
存
在
を
認
め
る
意
義
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

建
物
の
所
有
を
目
的
と
し
な
が
ら
建
物
を
建
て
て
は
な

ら
な
い
、
と
い
う
地
上
権
の
存
在
意
義
は
な
い
よ
。

B

"
な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
法
第
四
条
は
地

上
権
を
設
定
す
る
こ
と
自
体
も
禁
じ
て
い
る
と
い
う
べ

き
で
す
ね
。

と
い
う
こ
と
は
本
件
に
お
い
て
も
土
地
の
所
有
者
は

地
上
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
当
該
地
上
権
の

設
定
は
無
効
で
あ
り
、
第
三
者
は
地
上
権
の
存
在
を
理

由
と
し
て
工
事
の
開
始
に
異
議
を
と
な
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
わ
け
で
す
ね
。

A

"
そ
う
い
う
こ
と
だ
。
お
っ
、
着
い
た
な
o
B
君
、
こ

こ
の
店
は
サ
ラ
ダ
が
食
べ
放
題
な
ん
だ
よ
。
君
も
毎
日

パ
ン
ば
か
り
食
べ
て
な
い
で
、
し
っ
か
り
野
菜
も
取
ら

な
き
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。
社
会
人
た
る
者
、
自
己
の
健
康
管

理
が
で
き
て
は
じ
め
て
一
人
前
だ
よ
。

B

"
は
い
、
最
近
、
僕
も
野
菜
不
足
が
気
に
な
っ
て
い
た

(参
考
)

○
民
法

第
百
七
十
七
条

不
動
産
ニ
関
ス
ル
物
権
ノ
得
喪
及
ヒ
変
更
ハ
登
記
法

ノ
定
ム
ル
所
ニ
従
ヒ
其
登
記
ヲ
為
ス
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
第
三
者

ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ラ
得
ス

第
二
百
六
十
五
条

地
上
権
者
ハ
他
人
ノ
土
地
二
於
イ
テ
工
作
物
又
ハ

竹
木
ヲ
所
有
ス
ル
為
メ
其
土
地
ヲ
使
用
ス
ル
権
利
ヲ
有
ス

○
道
路
法

(私
権
の
制
限
)

第
四
条

道
路
を
構
成
す
る
敷
地
、
支
壁
そ
の
他
の
物
件
に
つ
い
て
は
、

私
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
所
有
権
を
移
転
し
、

又
は
抵
当
権
を
設
定
し
、
若
し
く
は
移
転
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
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(道
路
予
定
区
域
)

第
九
十
一
条

(略
)

2

道
路
の
区
域
が
決
定
さ
れ
た
後
道
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

の
間
に
お
い
て
も
、
道
路
管
理
者
が
当
該
区
域
に
つ
い
て
の
土
地
に

関
す
る
榛
原
を
取
得
し
た
後
に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
又
は
当
該
区

域
内
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と
な
る
べ
き
も
の

(以
下

｢道

路
予
定
区
域
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
、
第
三
章
第
三

節
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
四
条
の
二
、
第
四
十
七

条
の
九
、
第
四
十
八
条
、
第
七
十
一
条
か
ら
第
七
十
三
条
ま
で
、
第

七
十
五
条
、
第
八
十
七
条
及
び
次
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
の
規
定

を
準
用
す
る
。

3
~
4

(略
)



看
板
類
の
撤
去
と
道
路
歯
胴

(そ
の
こ

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

渡
邊
課
長

｢お
は
よ
う
。｣

坂
上
係
員

(電
話
中
)
｢は
い
。
は
い
。
分
か
り
ま
し
た
。
現
場

を
確
認
し
ま
し
て
、
早
速
対
応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

は
い
。
そ
れ
で
は
失
礼
し
ま
す
。｣

渡
邊
課
長

｢ど
う
し
た
ん
だ
い
朝
か
ら
。｣

坂
上
係
員

｢住
民
の
方
か
ら
お
電
話
な
ん
で
す
が
、
0
0
町
の
道

路
沿
い
に
看
板
が
た
く
さ
ん
設
置
さ
れ
て
い
る
そ
う
な

ん
で
す
。
危
な
い
し
、
景
観
も
よ
く
な
い
か
ら
と
っ
て

く
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
。｣

渡
邊
課
長

｢そ
れ
で
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
?
｣

坂
上
係
員

｢そ
れ
で
今
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
行
っ
て
、
撤
去
し

て
来
よ
う
か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
が
。｣

渡
邊
課
長

｢
ふ
ー
ん
。
分
か
っ
た
。
じ
ゃ
、
こ
の
件
は
坂
上
君
に

担
当
し
て
も
ら
お
う
。
そ
れ
で
、
ど
ん
な
看
板
だ
っ
て
?
し

坂
上
係
員｢0

0
町
に
新
し
く
で
き
る
△
△
屋
さ
ん
の
広
告
用

立
て
看
板
ら
し
い
ん
で
す
。
私
、
電
話
し
な
が
ら
占
用

台
帳
を
調
べ
た
ん
で
す
け
ど
、
占
用
許
可
申
請
も
出
て

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
不
法
に
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。｣

渡
邊
課
長｢な

る
ほ
ど
。
ま
あ
実
際
に
ど
ん
な
も
の
,か

確
認
し

な
い
と
何
と
も
判
断
で
き
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
現
場
確

認
だ
け
お
願
い
す
る
よ
。｣

坂
上
係
員

｢す
ぐ
撤
去
で
き
な
い
ん
で
す
か
?
｣

渡
邊
課
長

｢気
持
ち
は
分
か
る
け
ど
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。

現
場
写
真
を
見
て
、
ど
う
対
応
す
る
か
検
討
し
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
。｣

坂
上
係
員

｢分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
行
っ
て
参
り
ま
ー
す
。｣

渡
邊
課
長

｢お
ー
い
、デ
ジ
カ
メ
を
忘
れ
て
る
ぞ
-
。大
丈
夫
か
な
?
し

*
*
*
*
:
*
*
*
*
*
:
*
*
*
*
*
‐
*
*

渡
邊
課
長

｢ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
?
し

坂
上
係
員

｢そ
れ
が
、
0
0
町
付
近
の
一
〇
号
線
の
沿
道
一
帯
に

ず
ら
ー
っ
と
並
ん
で
ま
し
た
。｣

渡
邊
課
長

｢何
が
?

大
き
さ
は
?

沿
道
の
ど
こ
に
設
置
さ
れ

て
い
た
の
?

立
て
看
板
以
外
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も

の
は
?
｣

坂
上
係
員

｢ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
整
理
し
て
御

報
告
し
ま
す
。｣

*
‐
*
*
*
*
‐
*
*
*
*
:
*
*
*
*
*
‐
*

坂
上
係
員

｢課
長
、
整
理
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
ず
位
置
で
す
が
、

A
交
差
点
…
B
交
差
点
ま
で
の
約
五
〇
0
m
の
区
間

に
、
立
て
看
板
が
歩
道
内
の
車
道
寄
り
に
上
下
線
に
一

五
個
ず
つ
、
旗
竿
が
一
〇
本
ず
つ
置
か
れ
て
ま
す
。
立

て
看
板
の
大
き
さ
は
縦
一
･
八
m
、
横
が
○

･
四
五
m
、

旗
竿
は
縦
二
m
、
横
○

･
六

m
と
な
っ
て
ま
す
。
月
末

に
△
△
屋
さ
ん
が
地
域
の
農
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
イ

1

ベ
ン
ト
を
や
る
ら
し
く
、
そ
の
告
知
用
の
も
の
の
よ
う

00

で
す
。｣

セ

渡
邊
課
長

瀞

｢成
長
し
た
ね
え
。
的
確
だ
よ
。
他
に
物
件
は
な
か
っ

　
　
　
　

　　



坂
上
係
員

｢
こ
れ
以
外
に
は
、
x
x
商
事
と
か
x
x

ハ
ウ
ス
の
ビ

ラ
が
電
柱
に
大
量
に
貼
ら
れ
て
ま
し
た
。
き
っ
と
△
△

屋
さ
ん
は
、
こ
う
い
う
の
を
貼
っ
て
も
い
い
ん
だ
っ
た

ら
と
思
っ
て
、
勝
手
に
設
置
し
た
ん
で
す
か
ね
え
。｣

渡
邊
課
長

｢と
こ
ろ
で
、
0
0
町
は
屋
外
広
告
物
条
例
の
禁
止
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ん
だ
っ
け
?
｣

坂
上
係
員

｢
『屋
外
広
告
物
条
例
の
許
可
基
準
を
あ
わ
せ
て
勘
案

し
、』
で
す
ね
。
え
ー
っ
と
、
こ
こ
は
許
可
地
域
で
す
。｣

渡
邉
課
長

｢よ
ろ
し
い
。
で
、
交
差
点
付
近
に
は
設
置
さ
れ
て
い

た
の
?
｣

坂
上
係
員

｢
『禁
止
場
所
』
で
す
ね
。
交
差
点
の
一
0
m
以
内
に

は
、
立
て
看
板
が
上
下
合
わ
せ
て
六
個
、
旗
竿
は
三
本

ず
つ
で
し
た
。｣

渡
邊
課
長

｢よ
し
。
そ
れ
じ
ゃ
、
△
△
屋
さ
ん
と
そ
れ
か
ら
◎
◎

市
都
市
計
画
課
に
も
連
絡
し
て
。｣

坂
上
係
員

｢△
△
屋
さ
ん
と
◎
◎
市
都
市
計
画
課
で
す
か
?
｣

渡
邊
課
長

｢ピ
ン
と
こ
な
い
よ
う
だ
ね
。
△
△
屋
さ
ん
に
は
、
道

路
に
物
件
を
設
置
す
る
場
合
に
は
道
路
占
用
許
可
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
ん
だ
。
そ
れ
で
、
今
回

の
物
件
の
う
ち
立
て
看
板
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
附
近

の
も
の
を
除
け
ば
許
可
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

ん
だ
。
た
だ
し
、
旗
竿
は
、
現
行
の
基
準
を
超
え
て
い

る
か
ら
幅
を
変
え
れ
ば
許
可
で
き
る
し
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
と
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
言
う
。
そ
れ
か
ら
、
都
市

計
画
課
に
は
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
設
置
許
可
申

請
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
。
君
の
作

っ
て
く
れ
た
絵
も
送
付
し
て
あ
げ
る
と
い
い
な
。
そ
れ

か
ら
ビ
ラ
の
件
も
話
し
て
お
く
よ
う
に
。｣

坂
上
係
員

｢分
か
り
ま
し
た
。｣

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

坂
上
係
員

｢△
△
屋
さ
ん
は
占
用
許
可
申
請
を
す
る
と
言
っ
て
ま

す
。
交
差
点
附
近
の
立
て
看
板
や
旗
竿
に
つ
い
て
は
撤

去
す
る
そ
う
で
す
。｣

渡
邊
課
長

｢残
る
は
ビ
ラ
か
。
都
市
計
画
課
は
ビ
ラ
の
件
に
つ
い

て
何
か
言
っ
て
た
か
い
?
｣

坂
上
係
員

｢す
ぐ
に
内
部
で
撤
去
す
る
方
向
で
検
討
す
る
そ
う
で

す
。
と
こ
ろ
で
、
撤
去
す
る
際
は
道
路
管
理
者
も
合
同

で
ど
う
か
と
も
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
。
何
で
都
市
計
画

課
は
ビ
ラ
に
つ
い
て
は
撤
去
で
き
る
で
す
か
?
｣

渡
邊
課
長

｢屋
外
広
告
物
法
第
七
条
第
四
項
を
見
て
ご
ら
ん
。
相

当
の
期
間
を
経
過
し
、
か
つ
、
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
知
事

(指
定
市
、
中
核
市
長
)
は
撤
去
で
き
る
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
ん
だ
。｣

坂
上
係
員

｢そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
で
も
道
路
管
理
者
は
何
も

で
き
な
い
ん
で
す
か
?
｣

渡
邉
課
長

｢相
当
期
間
貼
ら
れ
て
い
る
ビ
ラ
は
、
道
路
法
第
四
二

条
の
維
持
清
掃
行
為
と
し
て
措
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
立
て
看
板
や
旗
竿
に
つ
い
て
は
、
相
手

方
の
所
有
権
と
の
関
係
か
ら
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、

た
だ
ち
に
道
路
管
理
者
が
直
接
撤
去
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
ん
だ
。｣

※
道
路
法
第
四
四
条
の
二
、
道
路
法
第
七
一
条
第
三
項

坂
上
係
員

｢な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。｣

渡
邊
課
長

｢今
回
は
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

都
市
計
画
課
と
は
常
に
連
絡
体
制
を
と
っ
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
な
。
ま
た
、
道
路
占
用
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
も
重
要
だ
な
。｣

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

坂
上
係
員

(電
話
中
)
｢え
。
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
で
す
か
。
そ
れ
が

大
量
に
貼
ら
れ
て
い
る
?

分
か
り
ま
し
た
。
直
ち
に

現
場
を
確
認
し
ま
す
。｣

(続
く
)
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※
｢指
定
区
間
内
の
一
般
国
道
に
お
け
る
路
上
広
告
物
等

の
占
用
許
可
基
準
に
つ
い
て
｣
(昭
和
四
四
年
八
月
二

〇
日
建
設
省
道
政
発
第
五
二
号
道
路
局
長
通
達
)



広
島
県
道
ト
ラ
ッ
ク
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
三
一年
八
月
二
〇
日

広
島
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

1

事
件
の
概
要

平
成
一
〇
年
一
月
二
六
日
午
前
九
時
一
〇
分
頃
、
広
島

県
高
田
郡
高
宮
町
の
主
要
地
方
道
甲
田
作
木
線
に
お
い

て
、
甲
所
有
の
一
〇
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

(訴
外
A
運
転
。
以

下

｢原
告
車
両
｣
と
い
う
。)
が
、
対
向
車
と
の
離
合
の

際
に
右
後
輪
が
脱
輪
し
、
そ
の
二
時
間
後
に
路
肩
が
崩
壊

し
て
原
告
車
両
は
谷
に
転
落
し
た
。

本
件
事
故
現
場
の
形
状
は
、
原
告
車
両
の
進
行
方
向
右

側
に
カ
ー
ブ
し
、
進
行
方
向
左
側
は
山
に
、
右
側
は
谷
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
箇
所
は
、
カ
ー
ブ
地
点
に
お

い
て
山
側
に
膨
ら
む
形
状
を
成
し
、
幅
員
は
約
四
な
い
し

五
･
五
m
で
あ
る
。
山
側
に
は
幅
五
〇
皿
の
側
溝
が
存
在

し
、
谷
側
に
は
岩
盤
上
に
高
さ
約
八
m
の
石
積
み
が
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
盛
土
が
な
さ
れ
、
そ
の
盛
土
上
に
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

甲
は
、
原
告
車
両
の
谷
へ
の
転
落
は
道
路
の
管
理
の
瑕

疵
に
よ
る
と
し
て
、
車
両
損
害
の
費
用
等
を
請
求
し
た
。

2

両
者
の
主
張

①

原
告
の
主
張

本
件
事
故
は
原
告
車
両
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
押
し
て

脱
輪
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
同
時
に
落
下
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
事
故
現
場
は
幅
員
が
狭
く
、

谷
側
の
路
肩
部
分
が
軟
弱
に
な
り
崩
壊
し
や
す
く
、
ま

た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
相
当
以
前
に
設
置
さ
れ
補
修
等

が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
道
路
と
し
て

通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
。
道
路
管
理

者
で
あ
る
被
告
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
強
壁
等
で
路
肩

を
補
強
す
る
な
ど
防
災
手
段
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
事
故
当
時
、
積
雪
に
よ
り
本
件
道
路
の
路
面
状

況
は
悪
く
路
肩
の
部
分
の
崩
壊
も
予
想
さ
れ
、
危
険
箇

所
に
防
護
柵
あ
る
い
は
セ
イ
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
等
で
事
故

防
止
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
防
止
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

点
に
お
い
て
、
被
告
に
は
、
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
。

②

被
告
の
主
張

A
は
対
向
車
両
と
離
合
す
る
際
、
通
常
な
ら
ば
進
行

方
向
左
側

(山
側
)
に
原
告
車
両
を
寄
せ
て
離
合
す
る

と
こ
ろ
谷
側
に
原
告
車
両
を
動
か
し
、
ま
た
、
対
向
車

両
の
後
続
車
の
運
転
手
B
の
指
示

(そ
の
ま
ま
前
進
す

る
と
右
後
輪
が
脱
輪
す
る
)
を
無
視
し
て
原
告
車
両
を

前
進
さ
せ
た
た
め
本
件
事
故
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
進
行
方
向
約
五
0
m
先
に
は
離
合
に
適
し
た

箇
所
が
あ
り
、
本
件
現
場
か
ら
そ
の
箇
所
を
見
通
す
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
A
は
本
件
道
路
を
過
去
数
回
通
過

し
た
経
験
が
あ
り
そ
の
場
所
を
了
知
す
べ
き
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
路
肩
部
分
に
雪
が
残
り
幅
員
が
さ

ら
に
狭
く
な
っ
て
い
る
場
所
で
無
理
な
離
合
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
事
故
は
A
の
通
常

の
運
転
手
法
と
は
い
え
な
い
行
動
が
原
因
で
発
生
し
た

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
事
故
現
場
の
路
肩
部
分
は
、
良
好
か
つ

安
定
し
た
地
盤
状
況
に
あ
り
、
通
常
備
え
る
べ
き
安
全

性
を
有
し
て
い
た
。
本
件
事
故
に
よ
り
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

支
柱
基
礎
の
存
在
し
て
い
た
部
分
が
抜
け
落
ち
る
形
で

落
下
し
た
の
は
、
原
告
車
両
後
部
が
路
外
に
逸
脱
す
る

方
向
に
動
い
た
た
め
荷
重
に
よ
り
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
一

部
を
破
壊
･
変
形
さ
せ
、
そ
の
後
、
原
告
車
両
が
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
寄
り
か
か
る
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
原
告

車
両
の
荷
重
に
よ
り
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
及
び
支
柱
部
分
が

破
壊
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
本
件
事
故
現
場
の
ガ
ー
ド
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レ
ー
ル
は
車
両
の
逸
脱
を
防
ぐ
よ
う
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
荷
重
約
二
〇
ト
ン
の
原
告
車
両
を
約
二
時

間
防
止
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
地
盤
が
強
固
で

あ
っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
構
造
上

の
安
全
性
も
問
題
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

よ
っ
て
、
本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
有

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
は
被
告
に
お
い
て
通
常

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
管
理

の
瑕
疵
は
な
い
。

3

判
決
の
概
要

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

4

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

事
故
の
状
況

A
は
対
向
車
両
と
離
合
す
る
際
、
原
告
車
両
の
車
長

が
長
い
た
め
山
側
に
寄
せ
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
谷

側
に
寄
せ
た
と
こ
ろ
、
右
後
輪
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
接

触
し
た
。
A
は
B
の
指
示
を
無
視
し
て
原
告
車
両
を
前

進
さ
せ
た
結
果
、
右
後
輪
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
支
柱
を

倒
し
て
脱
輪
し
車
体
後
部
が
傾
い
た
。
そ
の
後
、
合
計

二
、三
本
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
支
柱
が
基
礎
ご
と
は
ず
れ
、

支
柱
基
礎
の
直
下
の
盛
土
部
分
が
崩
れ
、
原
告
車
両
及

び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
谷
側
に
落
下
し
た
。

②

道
路
管
理
瑕
疵
の
有
無

営
造
物
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
と
は
営
造
物
が
通
常

有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
通
常

有
す
べ
き
安
全
性
の
欠
如
の
有
無
は
、
本
件
の
よ
う
な

道
路
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
位
置
･
場
所
等
地

理
的
条
件
、
道
路
の
構
造
･
形
状
、
事
故
時
に
お
け
る

利
用
状
況
等
、
物
的
欠
陥
の
位
置
･
形
状
等
、
被
害
者

の
事
故
時
の
行
動
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
事
故
は
、
原
告
車
両
を
運
転
し
て
い
た
A
が
離

合
困
難
な
本
件
事
故
現
場
に
お
い
て
離
合
し
よ
う
と

し
、
脱
輪
の
可
能
性
が
あ
る
旨
の
指
摘
を
受
け
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
原
告
車
両
を
谷
側
に
寄
せ
す
ぎ
た
結

果
、
脱
輪
し
、
こ
れ
に
よ
り
原
告
車
両
が
傾
き
谷
側
に

転
落
し
た
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
支
柱
基
礎
及
び
そ
の
下
部
の
盛
土
部
分
は
原
告
車
両

の
右
後
輪
の
前
進
力
及
び
原
告
車
両
後
部
が
谷
側
に
傾

い
た
こ
と
に
よ
り
脱
落
及
び
崩
壊
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
原
告
車
両
の
重
量
が
約
二
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
す
る
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
こ
れ
ら
の
推
進
力
･

荷
重
に
耐
え
ら
れ
な
け
れ
ば
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を

欠
い
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら

に
よ
り
本
件
事
故
現
場
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
支
柱
基
礎

が
脱
落
･
破
壊
す
る
こ
と
ま
で
被
告
が
通
常
予
測
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
故
当
時
被

告
が
特
段
の
措
置
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

本
件
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と

ま
で
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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三重県

や
っ
と
の
こ
と
で
た
ど
り
着
い
た
と

こ
ろ
、
担
当
の
方
か
ら
一
言

｢そ
れ

な
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
載
せ

て
ま
す
よ
｣
。
｢あ
っ
、
そ
う
な
ん
で

す
か

!
｣
最
初
は
み
ん
な
こ
ん

な
も
ん
で
す
よ
ね
。

そ
う
こ
う
言
い
な
が
ら
も
こ
の

｢と
ん
び
会
｣
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
し
て
、
特
に
私

た
ち
の
よ
う
な
一
年
生
に
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
存
在
で
す
。
来
年
こ
そ

は
役
立
つ
側
に
な
れ
る
よ
う
、
今
日

も
と
ん
び
バ
ッ
チ
を
胸
に
汗
を
拭
き

道行セ 2001.1l 5 6

阪神地鰔

大阪府 大山鬱飾ン
　　　　　　

山戰中部地繊環時姉

と
ん
び
一
年
生
は
、
今
園
も
額
に
滞
し
て

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
と
ん

び
会
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
京
都
府
の

関
西
と
申
し
ま
す
。
｢
『か
ん
さ
い
』

と
読
む
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
『せ

き
に
し
』
と
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
｣

と
言
い
な
が
ら
の
自
己
紹
介
も
す
っ

か
り
板
に
付
い
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
四
月
に
家
族
揃
っ
て
赴
任
し
て
き

た
ば
か
り
の
と
ん
び
一
年
生
で
す
。

京
都
で
は
、
現
場
で
道
路
の
新
設

改
良
な
ど
を
、
本
庁
で
は
河
川
や
海

岸
事
業
の
取
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
入

札
や
契
約
関
係
事
務
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
土
木
技
術
職
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
赴
任
以
来
半
年
以
上
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い

う
間
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

京
都
府
東
京
事
務
所

関
西

浩
二

と
に
か
く
新
た
な
発
見
や
初
め
て
の

経
験
ば
か
り
で
と
ま
ど
い
の
毎
日
で

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
周
り
の
色
々

な
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
何
と
か
や

っ
て
い
る
、と
言
う
の
が
現
状
で
す
。

も
ち
ろ
ん
失
敗
は
多
く
あ
り
ま
し
た

し
、
汗
も
い
っ
ぱ
い
か
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
日
の
朝
刊
に
地
元

も
関
係
す
る
国
土
交
通
省
関
連
の
記

事
が
出
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

を
見
た
地
元
の
担
当
者
か
ら
早
速
電

話
が
か
か
り
、
｢新
聞
に
0
0
の
件

載
っ
て
る
の
見
た
?

何
で
も
い
い

か
ら
情
報
も
ら
っ
て
き
て
よ
｣
と
い

う
よ
う
な
指
示
が
で
ま
し
た
。
｢や

っ
ぱ
り
言

っ
て
き
た
な
｣
と
思
い
つ

つ
｢わ
か
り
ま
し
た
。
行
っ
て
き
ま

す
｣
と
取
り
あ
え
ず
出
か
け
た
の
で

し
た
。
で
、
地
下
鉄
の
中
で
ふ
と
考

え
ま
し
た
。
ど
の
課
の
誰
を
訪
ね
れ

ば
い
い
ん
だ
ろ
う
?

｢何
で
も
い

い
か
ら
資
料
く
だ
さ
い
｣
な
ん
て
言

っ
て
貰
え
る
の
か
な
?

そ
う
こ
う

考
え
な
が
ら
、
当
た
っ
て
砕
け
る
精

神
で
突
入
、
汗
を
か
き
か
き
説
明
し
、
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拭
き
国
交
省
を
回
っ
て
き
ま
す
。

京
都
府
の
南
部
地
域
は
豊
か
な

自
然
と
歴
史
遺
産
が
い
っ
ぱ
い

そ
れ
で
は
、
恒
例
の
ふ
る
さ
と
紹

介
の
コ
ー
ナ
ー
を
始
め
る
こ
と
と
し

ま
す
。

ま
ず
簡
単
に
京
都
府
の
全
体
像
を

説
明
し
ま
す
。
北
部
は
日
本
海
に
面

し
、
変
化
に
富
む
リ
ア
ス
式
海
岸
が

続
く
丹
後
半
島
。
日
本
三
景
の
一
つ

天
橋
立
。
そ
れ
に
舞
鶴
港
が
あ
り
ま

す
。
次
に
中
部
は
大
部
分
が
山
地
で

す
が
、
亀
岡
、
福
知
山
盆
地
の
ほ
か
、

桂
川
、
由
良
川
の
支
流
に
沿
っ
て
い

く
つ
か
の
市
や
町
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
南
部
は
平
安
の
都
が
あ
っ
た
京

都
市
。
そ
こ
か
ら
大
阪
や
奈
良
の
府

県
境
に
か
け
て
今
回
紹
介
す
る
南
山

城
の
市
や
町
が
あ
り
ま
す
。
府
域
の

総
面
積
は
約
四
、
六
〇
〇
蟷
、
総
人

口
は
約
二
六
四
万
人
で
す
。
そ
の
内
、

政
令
指
定
都
市
の
京
都
市
が
約
一
四

七
万
人
を
占
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は

｢京
都
｣
と
い
う
と
す
ぐ
に
金
閣

寺
や
清
水
寺
の
あ
る
ま
ち
並
み
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
京

都
府
は
先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
よ
う

に
南
北
に
色
々
な
顔
を
持
っ
て
い
る

ん
で
す
。

そ
こ
で
、
折
角
で
す
の
で
、
今
回

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
京
都
で
は
な

く
、
私
の
住
む
町
を
中
心
と
し
た
南

山
城
地
域
の
紹
介
を
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
京
都
の
南
、
大
阪
･
奈
良
と

の
府
県
境
に
広
が
り
平
安
京
と
平
城

京
を
結
ぶ
街
道
筋
と
し
て
早
く
か
ら

開
け
た
南
山
城
。
豊
か
な
自
然
の
中

に
い
に
し
え
の
寺
院
や
古
道
、
さ
ら

に
は
歴
史
上
の
人
物
ゆ
か
り
の
さ
ま

ざ
ま
な
史
跡
が
点
在
し
て
い
る
南
山

城
。
そ
の
全
て
を
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
い
く
つ
か
の
ま
ち
を
道
路
に
絡

め
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
o

源
氏
物
語
の
ま
ち

-
-
宇
治
市

ま
ず
は
、
ち
ょ
っ
と
メ
ジ
ャ
ー
な

ま
ち

｢宇
治
市
｣
を
紹
介
し
ま
す
。

宇
治
茶
で
有
名
な
こ
の
街
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
平
等
院
は
一
〇
円
玉
の
裏

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
を
皆
さ

ん
知
っ
て
ま
し
た
?

平
安
貴
族
の

別
居
の
地
と
し
て
華
麗
な
王
朝
文
化

道
路
や
京
都
第
二
外
環
環
状
道
路
が

事
業
実
施
中
で
あ
り
、
も
う
す
ぐ
完

成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
京
都
府
の
新
総
合
開
発
計
画
に

も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

｢京
都
I

T
バ
ザ
ー
ル
｣
(※
ハ
イ
テ
ク
産
業
集

積
や
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
研

究
成
果
等
を
活
か
し
た
二
一
世
紀
の

京
都
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
成
長
産
業

拠
点
)
を
支
援
し
、
地
域
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

の
舞
台
で
あ
り
、
万
葉
集
を
は
じ
め

と
す
る
数
多
く
の
歴
史
文
学
に
登
場

し
て
い
ま
す
。
特
に

｢源
氏
物
語
｣

の
宇
治
十
帖
の
舞
台
と
し
て
有
名
で

す
。
宇
治
市
で
は
こ
の
｢源
氏
物
語
｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
歴
史
街
道
整
備
な

ど
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

も
う
す
ぐ
出
来
る
ぞ
J
C
T

ー
ー
久
御
山
町

道行セ 2001.11
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久
御
山
町
に
は
国
道
一
号
、
二
四

号
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
と
い
っ
た
大
阪

や
奈
良
、
大
津
な
ど
主
要
都
市
間
を

連
絡
す
る
広
域
幹
線
道
路
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
二
京
阪

ま
ち
づ
く
り
は
道
路
整
備
か
ら

ー
ー
宇
治
田
原
町

南
山
城
地
域
に
お
い
て
鉄
道
が
無

く
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
を
強



写真 3 茶畑の風景

く
望
ん
で
い
る
の
が
こ
の
町
で
す
。
宇

治
茶
の
産
地
と
し
て
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
一
方
で
、
工
業
団
地
の
工
場
立
地

も
進
み
、
第
二
名
神
高
速
道
路
の
建

設
が
今
や
遅
し
と
待
た
れ
て
い
ま
す
。

木
津
川
を
跨
ぐ

｢玉
水
橋
｣

ー
ー
私
の
住
む
町

井
手
町

こ
う
い
う
機
会
で
な
い
と
な
か
な

か
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
分
が
暮
ら
す
町
を
少
し
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
町
の
魅
力
は
何
気

な
い
風
景
の
中
に
た
く
さ
ん
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
の
桜
、
山

吹
、
里
山
の
風
景
、
田
畑
の
あ
ぜ
を

彩
る
草
花
な
ど
、
こ
こ
ろ
を
癒
し
て

く
れ
る
風
景
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
カ

ブ
ト
ム
シ
も
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
い
っ

ぱ
い
い
ま
す
。
歴
史
の
足
跡
を
た
ど

っ
て
み
る
と
、
奈
良
時
代
に
こ
の
地

に
暮
ら
し
た
左
大
臣
橘
諸
兄
や
平
安

の
歌
人
小
野
小
町
ゆ
か
り
の
史
跡
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
近
隣

の
市
町
を
つ
な
ぎ
環
濠
集
落
や
宿
場

町
の
間
を
通
り
抜
け
る
散
策
路

｢山

城
古
道
｣
や

｢山
城
多
賀
フ
ル
ー
ツ

ラ
イ
ン
｣
が
有
名
で
す
。

こ
こ
で
も
今
、
南
部
地
域
の
骨
格

と
な
る
幹
線
府
道
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
木
津
川
を
跨
ぐ

｢玉

水
橋

(橋
長
四
七
四
･
五

m
)｣
が

そ
う
で
す
。
完
成
の
日
も
遠
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

癰義勝群誤

ちなも~藷ぬ

写真4 のどかな里山の風景

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

ー
ー
京
田
辺
市
･
精
華
町
･
木
津
町

京
都
と
奈
良
、
大
阪
に
ま
た
が
る

京
阪
奈
丘
陵
に
は
二
一
世
紀
を
担
う

文
化
･
学
術
･
研
究
の
新
し
い

『拠

占
讐
づ
く
り
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た

｢関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
｣

産
官
学
の
協
力
と
連
携
の
も
と
ナ
シ

ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
建
設

が
進
み
、
世
界
的
な
学
術
研
究
機
関

や
国
際
的
な
交
流
拠
点
施
設
が
次
々

と
完
成
し
て
い
ま
す
。
私
も
現
場
の

技
師
時
代
に
こ
の
学
研
都
市
の
基
盤

施
設
で
あ
る
道
路
整
備
を
担
当
し
て

も讓
　
　　
　　
　
　　
　

い
ま
し
た
。

以
上
、
誌
面
の
都
合
で
断
片
的
な

紹
介
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
の
市
や
町
も
京
都
市
か
ら
J

R
や
私
鉄
を
使
っ
た
と
し
て
も
一
時

間
前
後
の
距
離
で
す
。
自
動
車
な
ら

道
路
整
備
の
効
果
に
よ
っ
て
京
阪
神

以
外
か
ら
で
も
さ
ら
に
便
利
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
京
都
へ
の

出
張
や
観
光
の
折
り
に
は
、
こ
の
個

性
溢
れ
る
南
山
城
地
域
に
足
を
運
ん

で
み
て
は
如
何
で
す
か
?
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神
戸
ブ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
◎
パ
ン
ダ
@
神
戸
ワ
イ
ン

神
戸
市
東
京
事
務
所

福
水

一
郎

一

は
じ
め
に

こ
ん
に
ち
は
。
平
成

一
三
年
度
、

と
ん
び
会
の
政
令
市
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
神

戸
市
東
京
事
務
所
の
福
水
で
す
。
と

ん
び
会
政
令
市
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
北
か

ら
札
幌
市
、
仙
台
市
、
千
葉
市
、
横

浜
市
、
川
崎
市
、
名
古
屋
市
、
京
都

市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、
広
島
市
、

北
九
州
市
、
福
岡
市
の
東
京
事
務
所

職
員
総
勢
二
〇
名
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

二

毎
日
の
仕
事
な
ど

私
は
、
平
成
一
二
年
度
よ
り
東
京

事
務
所
に
配
属
と
な
り
、
と
ん
び
会

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
二
年
目

に
な
り
ま
す
。
私
が
東
京
に
就
い
た

一
年
目
、
直
ぐ
に
国
家
公
務
員
倫
理

法
が
施
行
さ
れ
、
一
月
に
は
中
央
省

庁
の
再
編
も
あ
り
、
変
革
の
中
に
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

神
戸
市
東
京
事
務
所
は
、
所
長
、

副
所
長
以
下
、
計
七
人
で
構
成
さ
れ
、

主
査
三
人
で
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る

省
庁
を
分
け
て
お
り
ま
す
。
神
戸
市

で
は
、
一
昨
年
度
ま
で
は
、
担
当
省

庁
を
一
年
ご
と
に
替
え
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
度
よ
り
、
私
が
技
術
職

(土
木
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
が

東
京
に
い
る
間
、
ず
っ
と
国
土
交
通

省
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
昨
今
、
地
方
分
権
、

中
央
省
庁
再
編
等
に
よ
り
、
地
元
担

当
部
局
が
上
京
す
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
東

京
事
務
所
と
し
て
、
と
ん
び
会
の
総

則
の
目
的
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、,会

員
相
互
及
び
国
土
交
通
省
と
の
連
絡

調
整
を
図
る
‘
を
果
た
せ
て
い
け
た

ら
と
感
じ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
神
戸
市
東
京
事
務
所

で
は
、
神
戸
に
ゆ
か
り
の
あ
る
中
央

省
庁
の
方
を
対
象
と
し
て
、,
あ
じ
さ

い
会
‘
と
い
う
会
を
作
っ
て
お
り
、

入
会
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
年

一
回
更
新
さ
れ
る
名
簿
と
、
神
戸
市

政
情
報
提
供
と
し
て
広
報
紙
等
を
配

布
し
て
お
り
ま
す
。
ゆ
か
り
の
あ
る

と
は
、
｢出
身
で
あ
る
｣、
｢住
ん
だ
こ

と
が
あ
る
｣、
｢神
戸
市
内
で
在
学
し

た
こ
と
が
あ
る
｣、
｢神
戸
と
関
係
し

た
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
｣
な
ど

の
方
と
し
て
い
ま
す
が
、
神
戸
に
興

味
を
持
た
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
結

構
で
す
の
で
、
そ
の
気
に
な
ら
れ
た

方
、
ま
た
、
出
身
等
で
あ
る
の
に
こ

ち
ら
か
ら
の
連
絡
が
届
い
て
な
い
方

は
お
気
軽
に
東
京
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
一
般
的
な
市
政
情
報
･

観
光
情
報
の
他
、
地
下
鉄
海
岸
線
･

神
戸
空
港
の
進
捗
･
神
戸
ウ
イ
ン
グ

ス
タ
ジ
ア
ム
等
の
よ
う
に
、
国
土
交

通
省
に
関
連
し
た
神
戸
の
市
政
情
報

を
広
く
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
こ
こ
で
、
折
角
で
す
か
ら
、
こ

れ
ま
で
あ
じ
さ
い
会
で
配
布
し
た
観

光
情
報
等
に
つ
い
て
、
三
つ
ほ
ど
紹

介
し
ま
す
。

神
戸
ブ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ

神
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
と
需

要
拡
大
を
図
る
た
め
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
平
成
一
一
年
四
月
二
人
日
よ

り
、
東
京
青
山
に

｢神
戸
ブ
ラ
ン
ド

プ
ラ
ザ
｣
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

一
階
の
シ
ュ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

神
戸
の
メ
ー
カ
ー
の
お
し
ゃ
れ
な
靴

を
豊
富
に
そ
ろ
え
、
お
求
め
や
す
い

価
格
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ

ッ
チ
ブ
ー
ツ
な
ど
流
行
を
先
取
り
し

て
き
た
神
戸
の
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
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メ
ー
カ
ー
の
最
新
デ
ザ
イ
ン
の
靴
は

も
ち
ろ
ん
、
足
に
や
さ
し
い
靴
な
ど

約
三
〇
〇
種
類
の
中
か
ら
お
選
び
い

た
だ
け
ま
す
。
二
階
は
カ
フ
ェ
に
な

っ
て
お
り
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で

い
た
だ
け
ま
す
。

□　富　　
　

　

欝

位

神

神
戸
市
立
王
子
動
物
園
パ
ン
ダ

平
成
一
二
年
七
月
一
六
日
に
、
中

国
と
の
共
同
飼
育
繁
殖
研
究
を
目
的

　
　

　　　

　
　

湊

　

　

　

　

　

　

　

　
　　
　

　　

　

　
　

　　　　　
　

木にぶらさがって遊ぶコウコウ

に
、
二
頭
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ

が
王
子
動
物
園
に
来
園
し
、
七
月
二

人
日
よ
り

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
王
子
動
物
園
は
、
上
野
動
物
園
、

白
浜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
に

続
き
、
全
国
で
三
番
目
の
パ
ン
ダ
の

い
る
動
物
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
頭
の
名
前
で
す
が
、
一
般
に
公

募
し
た
結
果
全
国
か
ら
四
、
七
二
七

件
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
震

災
か
ら
の
復
興
を
願
っ
て
雄
を

｢
コ

ウ
コ
ウ

(=
興
興
)｣、
夜
明
け
や
朝
、

二
一
世
紀
の
幕
開
け
の
意
味
を
込
め

て
雌
を

｢
タ
ン
タ
ン

(
=
旦
旦
)｣

と
名
付
け
て
い
ま
す
。

暑
い
夏
の
間
は
屋
内
で
の
公
開
で

す
が
、
一
〇
月
初
め
ご
ろ
か
ら
は
涼

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

神
戸
ワ
イ
ン

神
戸
で
の
ワ
イ
ン
造
り
の
歴
史

は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
実
施
さ
れ
た

国
営
東
播
磨
用
水
農
業
水
利
事
業
の

一
環
と
し
て
、
西
区
押
部
谷
町
の
果

樹
団
地
造
成
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
前
か
ら
、
隣
接
す
る
神
出
町
や

岩
岡
町
で
は
、
観
光
ぶ
ど
う
園
が
生

食
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
市

長
よ
り
、
昔
か
ら
有
名
で
あ
る

｢神

戸
ビ
ー
フ
｣
に
ワ
イ
ン
の
組
み
合
わ

せ
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
が

｢神
戸
ワ

イ
ン
造
り
｣
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

西
区
･
北
区
に
広
が
る
日
本
で
も

最
大
規
模
の
ワ
イ
ン
専
用
ぶ
ど
う
畑

か
ら
収
穫
さ
れ
る
ぶ
ど
う
を

一
〇

0
%
使
用
し
て
つ
く
ら
れ
、
一
九
八

四
年
の
発
売
以
来
、
一
貫
し
て
こ
だ

わ
り
の
あ
る
栽
培
方
法
と
製
造
方
法

で
数
多
く
の
皆
様
に
ご
愛
飲
頂
い
て

お
り
、
こ
こ
数
年
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

例
年
に
も
増
し
て
質
の
い
い
ワ
イ
ン

が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
白
ワ
イ
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し
く
な
っ
た
た
め
屋
外
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
去
年
、
私
が
見
た
と
き
は
、

木
に
吊
る
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
に
ぶ
ら
下

が
っ
た
り
し
て
観
客
の
大
き
な
声
援

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
運
動
し
た
後

は
、
ま
だ
、
暑
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
冷
房
の
よ
く
効
い
た
屋
内
の
獣

舎
(な
ん
と
約
三
億
円
)
の
冷
た
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
床
に
腹
ば
い
で
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
寝
転
が
っ
て
い
ま
し
た
。

パ
ン
ダ
の
他
約
二
〇
〇
種
、
一
、

一
0
0
点
の
動
物
、
ウ
サ
ギ
や
ヤ
ギ

と
身
近
に
ふ
れ
あ
え
る

｢動
物
と
こ

ど
も
の
国
｣
、
遊
び
な
が
ら
動
物
の

不
思
議
を
学
ぶ
｢動
物
科
学
資
料
館
｣、

そ
し
て
遊
園
地
な
ど
、
見
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
お
立



ン
は
シ
ャ
ル
ド
ネ
や
リ
ー
ス
リ
ン
グ

等
の
高
級
品
種
を
用
い
、
爽
や
か
で

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
か
つ
、
す

っ
き
り
と

し
た
味
わ
い
に
、
赤
ワ
イ
ン
は
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
や
メ
ル
ロ
ー
種
を
用

い
、
酸
味
と
渋
味
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン

ス
に
加
え
、
コ
ク
の
あ
る
高
貴
な
味

わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
下
記
ま
で

ご
連
絡
頂
け
れ
ば

(郵
送
の
み
)
、

抽
選
で
今
年
六
月
に
新
発
売
さ
れ
た

｢神
戸
ワ
イ
ン

･
フ
ァ
イ
ン

(五
0

○
祕
)｣
白
･
ロ
ゼ
ニ
本
セ
ッ
ト
を
一

〇
名
様
に
お
送
り
し
ま
す
。

〒
六
五

--
二
二
〇
四

神
戸
市

西
区
押
部
谷
町
高
和
一
五
五
七
T

一

㈱
神
戸
ワ
イ
ン

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ

ー
･
神
戸
ワ
イ
ン
試
飲
係
｣
迄

(
一

二
月
末
締
め
切
り
)

圓
圓
繊
麗

か

　
　　
　

　
　
　

　　

　神 アイン

三

み
ち
づ
く
り
懇
談
会

最
後
に
、
道
路
の
話
題
を
一
つ
。

神
戸
市
は
市
域
が
六
甲
山
系
に
よ

っ
て
南
北
に
二
分
さ
れ
、
大
阪
湾
に

面
し
た
南
側
で
中
心
市
街
地
が
、
西

北
神
部
に
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

広
域
幹
線
道
路
網
と
し
て
、
高
規

格
幹
線
道
路
は
山
陽
自
動
車
道
、
中

国
自
動
車
道
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動

車
道

(明
石
海
峡
大
橋
等
)
が
供
用

中
で
あ
り
、
現
在
、
第
二
名
神
高
速

道
路
が
事
業
中
で
す
。
地
域
高
規
格

道
路
は
阪
神
高
速
道
路
、
第
二
名
神

道
路
、
神
戸
西
バ
イ
パ
ス
、
神
戸
中

央
線
、
六
甲
北
有
料
道
路
、
大
阪
湾

岸
道
路
西
伸
部
、
東
神
戸
線
が
｢計

画
路
線
｣
と
し
て
指
定
さ
れ
、
こ
の

う
ち
、
阪
神
高
速
北
神
戸
線
の
一

部
･
同
神
戸
山
手
線
･
神
戸
西
バ
イ

パ
ス
の
一
部
及
び
神
戸
中
央
線
の
一

部
が
現
在
事
業
中
で
、
大
阪
湾
岸
道

路
西
仲
部
･
神
戸
中
央
線
の
一
部
･

東
神
戸
線
は
、
現
在
、
早
期
の
都
市

計
画
決
定
及
び
事
業
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

運
輸
業
界
、
交
通
管
理
者
な
ど
か
ら

平
成
一
〇
年
四
月
に
明
石
海
峡
大

一
二
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
既
に

橋
を
は
じ
め
、
阪
神
高
速
道
路
北
神

三
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

戸
線
、
第
二
神
明
道
路
北
線
な
ど
の

で
、
｢交
通
需
要
管
理
施
策
を
ふ
ま

関
連
道
路
が
開
通
し
、
広
域
幹
線
網

え
た
将
来
道
路
網
の
あ
り
方
を
検
討

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
飛
躍
的
に
広
が
り

す
べ
き
で
あ
る
。｣、
｢バ
リ
ア
フ
リ
ー

ま
し
た
が
、
臨
海
部
で
の
東
西
交
通

の
整
備
促
進
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

及
び
西
北
神
と
市
街
地
を
結
ぶ
南
北

イ
ン
の
導
入
、
環
境
改
善
等
、
環
境
、

幹
線
の
容
量
に
未
だ
課
題
を
残
し
て

人
へ
の
や
さ
し
さ
を
考
慮
し
た
道
路

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
神
戸
市
の
地

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ

形
的
上
、
幹
線
道
路
は
主
に
東
西
方

る
。｣
｢道
は
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

向
へ
発
展
し
通
過
交
通
が
都
心
を
経

の
楽
し
み
の
場
で
も
あ
る
。
み
ち
の

由
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
り
、

使
い
方
の
可
能
性
を
見
直
し
て
は
ど

今
後
、
東
西
方
向
及
び
東
西
方
向
を

う
か
。｣
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
て

結
束
す
る
南
北
方
向
の
道
路
網
の
整

い
ま
す
。

備
強
化
に
よ
り
都
心
部
の
通
過
交
通

今
後
、
み
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、

を
軽
減
す
る
分
散
型
･
複
数
ア
ク
セ

実
際
に
道
路
を
使
わ
れ
て
い
る
利
用

ス
の
幹
線
交
通
体
系
を
構
築
す
る
必

者
の
声
を
よ
り
広
く
収
集
す
る
た

要
が
あ
り
ま
す
。

め
、
市
民
懇
談
部
会
と
利
用
者
懇
談

こ
う
し
た
広
域
幹
線
道
路
網
を
含

部
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
年
二

め
、
神
戸
市
建
設
局
で
は
、
今
後
の

回
~
三
回
程
度
開
催
し
、
平
成
一
五

道
路
整
備
の
あ
り
方
等
を
検
討
す
る

年
度
か
ら
始
ま
る
次
の
神
戸
市
版
道

た
め
、
平
成
一
二
年
度
よ
り

｢み
ち

路
整
備
五
ヵ
年
計
画
へ
反
映
し
て
い

づ
く
り
懇
談
会
｣
を
開
催
し
て
い
ま

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
。
み
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
市
民
、

学
識
経
験
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
商
業
界
、

道イテセ 2001 11 “



圓
シリーズ

『週⑭駅』

ン

駅

　

　
あ い か

道の駅 ｢秋鹿なぎさ公園｣ (島根県)

古
都
･
水
郷
･
茶
人
不
味
公
の
松
江

当
駅
は
、
宍
道
湖
々
畔
の
北
岸
、
松
江
市
の
西
方

一
○
畑
に
あ
り
、
平
成

=
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

遥
か
東
方
に
伯
耆
富
士
と
呼
ば
れ
る

｢大
山
｣
を

望
み
、
西
方
に
は
出
雲
神
社
で
名
高
い
斐
川
平
野
、

南
は
中
国
山
脈
に
抱
か
れ
、
北
は
大
国
主
命
が
引
き

寄
せ
た
と
い
わ
れ
る
島
根
半
島
の
山
々
に
囲
ま
れ
、

春
夏
秋
冬
多
彩
な
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。
当
駅
か
ら

の
宍
道
湖
の
夕
日
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

誇
れ
1な
ド
ミ
ノき
ら

　　　
　　
　
　　
　　

　
　
　
　　　
　
　

　
　　

　
　
　　

宍道湖々畔の道の駅 ｢秋鹿なぎさ公園｣

か
の
有
名
な
殿
様
茶
人
｢松
平
不
味
公
｣
の
松
江

城
か
ら
出
雲
大
社
へ
の
観
光
ル
ー
ト
、
国
道
四
三
一

号
線
に
沿
っ
て
西
進
す
る
と
、
道
の
駅
と
し
て
は
異

色
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
｢秋
鹿
な
ぎ
さ
公
園
｣

が
あ
り
ま
す
。
宍
道
湖
で
ヨ
ッ
ト
、
セ
ー
リ
ン
グ
カ

ッ
タ
ー
、
カ
ヌ
ー
や
ペ
ダ
ル
ボ
ー
ト
が
気
軽
に
楽
し

め
ま
す
。

湖
畔
に
は
カ
ヌ
ー
を
漕
ぎ
出
し
た
り
、
ヨ
ッ
ト
な

ど
芝
生
広
場
で
帆
走
準
備
を
し
、
容
易
に
水
面
へ
出

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ス
ロ
ー
プ
が
設
け
て
あ
り
ま

す
。ま

た
、
水
辺
に
は
砂
浜
が
あ
り
、
遊
歩
道
を
通
じ

て
芝
生
広
場
へ
と
つ
づ
き
、
こ
こ
で
は
炊
事
棟
を
利

用
し
た
お
好
み
料
理
、
広
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
あ
る

い
は
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
ま
す
。

公
園
内
の
散
策
を
し
て
憩
い
が
欲
し
く
な
っ
た
ら

当
駅
の
本
館
棟

｢レ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
｣
、
二
階

の
展
望
喫
茶
･
レ
ス
ト
ラ
ン
で
四
季
折
々
の
宍
道
湖

風
景
を
眺
め
な
が
ら
の
お
食
事
、
コ
ー
ヒ
ー
は
、
ま

た
格
別
で
す
。

ま
た
、
一
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が

ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
な
休
憩
所
が
あ
り
、
観

光
情
報
･
道
路
情
報
･
湖
面
展
望
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に

よ
る
野
鳥
観
測
、
松
江
市
観
光
ビ
デ
オ
の
観
賞
な
ど

様
々
な
情
報
が
楽
し
め
ま
す
。

駐
車
場
に
は
健
康
ベ
ン
チ
で
背
中
伸
ば
し
や
、
漢
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方
に
よ
る
足
裏
ツ
ボ
刺
激
を
し
て
血
行
を
よ
く
し
、

疲
れ
を
と
っ
て
も
ら
う
た
め
の

｢な
ぎ
さ
の
小
道
｣

が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

毎
年
四
月
一
日
か
ら
一
〇
月
三
一
目
の
間
、
当
駅

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
、
愛
好
者
や
観
光
客
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
カ

ヌ
ー
は
平
底
で
安
定
性
が
よ
く
、
数
分
の
レ
ッ
ス
ン

で
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
は
数
回
の
練
習
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
一

度
乗
り
方
を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
セ
ー
リ
ン
グ
が
し
た

く
て
体
が
疼
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

で
5
3
0
セ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
宍
道
湖
沖

合
い
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
も
で
き
ま
す
。

サ
マ
ー
タ
イ
ム
は
日
没
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
夏
の
夕
焼
け
空
の
下
、
真
っ
赤
な
沈
み

行
く
陽
光
に
湖
面
が
染
ま
り
、
若
き
カ
ッ
プ
ル
が
流

す
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、
や
さ
し
い
さ
ざ

波
に
揺
れ
動
い
て
琥
珀
色
の
模
様
を
つ
く
り
出
し
、

と
て
も
幻
想
的
で
す
。、

がき

　

　　　　　　　　
　

　　　　　　

き
ぶ
ミ
リ

　　　
　
　

幻想的な宍道湖の夕日

秋
鹿
な
ぎ
さ
市

月
一
回

｢第
三
日
曜
日
｣
に

｢秋
鹿
な
ぎ
さ
市
｣

が
立
ち
ま
す
。
地
元
秋
鹿
地
区
の
多
く
の
特
産
品
の

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
地
特
産
品
は

｢あ
い
か
ゴ
ボ
ウ
｣
｢あ
い
か
味

噌
｣
｢あ
い
か
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
｣
｢あ
い
か
西
条
柿
｣

｢し
じ
み
｣
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

｢あ
い
か
ゴ
ボ
ウ
｣
は
当
地
の
土
壌
が
、
そ
の
栽
培

に
適
し
て
い
る
の
で
非
常
に
柔
ら
か
く
白
く
て
歯
ざ

わ
り
が
よ
い
の
で
評
判
で
す
。

近
傍
の
観
光
施
設

東
方
、
松
江
方
面
約
五
畑
に
は

｢テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

美
術
館
｣
が
あ
り
、
す
ぐ
西
側
約
六
〇
0
m
に
は
南

洋
の
花
と
鳥
の
館

｢
フ
オ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
｣
と
見
所

が
沢
山
で
す
。

当
駅
で
は
観
光
客
の
皆
様
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

各
方
面
の
観
光
施
設
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
宿
泊
施

設
案
内
、
道
路
案
内
マ
ッ
プ
を
取
り
揃
え
提
供
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
の
立
ち
寄
り
や
す
い
、
ま
た
、
マ

リ
ン
ス
ポ
!
ツ
な
ど
気
軽
に
ご
利
用
に
な
れ
る
よ
う

な

｢道
の
駅
｣
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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“

猟
月
･日

世
界

の
動
き

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
、
主
要
短
期
金
利
の

フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

(F
F
)
金
利
の
誘
導
目
標
を
○
･
五
%

引
き
下
げ
、
年
二
･
五
%
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
即
日
実
施
し
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
よ
る
景
気
の
悪
化
を
防
ぐ
の
が
狙
い
で
、

F
F
金
利
が
二
･
五
%
ま
で
低
下
し
た
の
は
六
二
年
五
月
以
来
。

○
米
フ
ロ
リ
ダ
州
で
炭
そ
菌
患
者
が
見
つ
か
り
、
米
疾
病
対
策
セ

ン
タ
ー

(C
D
C
)
と
米
連
邦
捜
査
局

(F
B
I
)
が
感
染
源
な

ど
を
調
べ
始
め
た
。
こ
の
時
点
で
ト
ン
プ
ソ
ン
米
厚
生
長
官
は
、

｢ほ
か
に
感
染
者
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
単
独
発
生
と
見
ら
れ

る
｣
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
や
連
邦
議

会
な
ど
炭
そ
菌
禍
が
広
が
り
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
と
の
関
連
な

ど
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
テ
レ
ビ
演
説
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の

攻
撃
開
始
を
宣
言
。
カ
ブ
ー
ル
や
カ
ン
ダ
ハ
ル
な
ど
タ
リ
バ
ン
政

権
の
軍
事
拠
点
や
テ
ロ
組
織
の
施
設
な
ど
を
空
爆
し
た
。

○
上
海
A
P
E
C

(ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
)
に
出
席
の

た
め
中
国
入
り
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
、
中
国
の
江
沢
民
国

家
主
席
と
会
談
、
両
国
間
で
建
設
的
な
協
力
関
係
を
築
く
と
と
も

に
、
国
際
テ
ロ
対
策
で
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

○
米
軍
の
特
殊
部
隊
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
の
カ
ン
ダ
ハ
ル
近

郊
を
急
襲
し
、
タ
リ
バ
ン
部
隊
と
交
戦
し
た
。

○
小
泉
純
一
郎
首
相
が
上
海
市
内
で
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
会

談
、
タ
リ
バ
ン
崩
壊
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
政
治
的
な
紛
争
解

決
と
経
済
復
興
に
最
大
限
協
力
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。

事

項

靴
月
･日

国
内

の
動
き

○
小
泉
純
…
郎
首
相
は
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
会
談
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
つ
い
て
同
盟
国
と
し
て
医
療
、

難
民
支
援
な
ど
、
で
き
る
限
り
協
力
、
テ
ロ
組
織
の
資
金
源
を
絶

つ
こ
と
な
ど
で
合
意
し
た
。

0
薬
害
エ
イ
ズ
事
件

｢厚
生
省
ル
ー
ト
｣
の
裁
判
で
、
東
京
地
裁

の
永
井
敏
雄
裁
判
長
は
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
問
わ
れ
た
元
厚
生

省
生
物
製
剤
課
長
･
松
村
明
仁
被
告

(六
○
)
に
禁
固
一
年
執
行

猶
予
三
年
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

○
総
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
八
月
の
完
全
失
業
率
は
五
･
0
%

と
二
ヵ
月
連
続
で
過
去
最
悪
の
水
準
。

○
パ
キ
ス
タ
ン
に
逃
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
支
援
の
た
め
、

航
空
自
衛
隊
の
C
1
3
0
輸
送
機
六
機
が
、
小
牧
基
地
か
ら
イ
ス

ラ
マ
バ
ー
ド
に
向
け
て
出
発
。
政
府
が
目
指
す
米
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
で
の

｢目
に
見
え
る
貢
献
策
｣
の
一
つ
で
、
テ
ン
ト
な
ど
を

空
輸
。

○
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
野
依
良
治
･
名
古
屋
大
教
授

(六
三
)
と
共
同
研
究
者

二
人
に
贈
る
と
発
表
。
昨
年
の
化
学
賞
受
賞
者
、
白
川
英
樹
氏
に

続
き
三
年
連
続
。

○
米
海
軍
が
米
原
潜
に
衝
突
さ
れ
て
沈
没
し
た
愛
媛
県
の

｢え
ひ

め
丸
｣
の
船
内
を
捜
索
、
一
遺
体
を
発
見
。
こ
の
後
、
行
方
不
明

者
の
遺
体
が
次
々
と
発
見
さ
れ
た
。

○
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

(議
長
･
小
泉
首
相
)
が
、
総
額

三
兆
円
の
本
年
度
補
正
予
算
案
の
骨
格
を
了
承
し
た
。
雇
用
中
心

の
経
済
対
策
に
約
一
兆
円
、
こ
の
ほ
か
米
テ
ロ
事
件
へ
の
対
応
や

狂
牛
病
対
策
費
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

事

項

“

22

月
･日

道

路
行
政

の
動
き

○
分
か
り
や
す
い
道
路
標
識
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
｢道
路
標
識
週
間
｣
を
実
施
。
(七
日
ま
で
)

○
事
業
評
価
の
結
果
や
関
係
公
団
の
財
務
諸
表
等
を
分
か
り
や
す

く
公
表
す
る
特
別
サ
イ
ト

｢道
路
I
R
サ
イ
ト
｣
を
開
設
。

○
西
風
ト
ン
ネ
ル
と
広
島
西
大
橋
で
構
成
す
る
広
島
高
速
四
号
線

｢広
島
西
風
新
都
線
｣
(四
･
九
如
)
が
開
通
。

○
南
九
州
自
動
車
道

(八
代
日
奈
久
道
路
)
の
八
代
南
I
C
-
日

奈
久
I
C
間

(五
･
四
如
)
が
開
通
。

○
福
岡
高
速
一
号
線
百
道
~
福
重
間

(五
･
三
顧
)
が
開
通
、
西

九
州
自
動
車
道

(福
岡
前
原
道
路
)
と
直
結
し
た
。

○
第
二
四
回

｢日
本
道
路
会
議
｣
が
東
京
･
丸
の
内
の
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
幕
。
(
一
九
日
ま
で
)

○
名
古
屋
高
速
一
一
号
小
牧
線
の
小
牧
南
~
小
牧
I
C
間

(二
･

人
師
)
が
開
通
。

○
首
都
高
速
湾
岸
線
杉
田
…
三
渓
園
間

(横
浜
市
磯
子
区
杉
田
…

中
区
千
鳥
町
)
七
畑
が
完
成
、
こ
れ
で
湾
岸
線
約
六
四
畑
は
全
線

開
通
。

事

項
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秋
も
深
ま
り
、
二
〇
〇
一
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
箇
月

あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
秋
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
、
読

書
の
秋
、
ま
た
観
光
の
季
節
で
も
あ
り
、
厳
し
い
夏
を

遇
し
、
寒
い
冬
を
迎
え
る
間
の
何
を
す
る
に
も
一
年
で

最
も
快
適
な
時
期
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
o

し
か
し
、
今
年
は
九
月
に
発
生
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
で
観
光
客
は
激
減
し
、
ま

た
経
済
も
世
界
同
時
不
況
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
例
年

に
な
く
浮
か
れ
た
気
分
に
な
れ
な
い
こ
こ
数
箇
月
で
し

た
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
も
の
の
一
つ
が
、
肩
の
こ

ら
な
い
自
分
の
好
み
の
本
を
読
む
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
私
の
場
合
通
勤
電
車
の
往
復
や
、
寝
る
前

の
床
の
中
で
と
い
う
の
が
日
常
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
と

こ
ろ
で
今
ま
で
読
書
と
は
単
純
に
本
を
読
む
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
国
語
辞
典
に
よ
る
と

｢
一
時

現
実
の
世
界
を
離
れ
、
精
神
を
未
知
の
世
界
に
遊
ば
せ

た
り
、
人
生
観
を
確
固
不
動
の
も
の
た
ら
し
め
た
り
す

る
た
め
に
、
時
間
の
束
縛
を
受
け
る
こ
と
な
く
本
を
読

む
こ
と
。
寝
こ
ろ
が
っ
て
漫
画
本
を
見
た
り
、
電
車
の

中
で
週
刊
誌
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
勝
義
の
読
書
に

含
ま
れ
な
い
｣
と
あ
り
ま
す
。
と
す
る
と
今
ま
で
本
来

の
読
書
は
殆
ど
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
肩
に
力
を
入
れ
ず
読
み
た
い

も
の
を
、
好
き
な
時
に
気
楽
に
読
む
こ
と
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

読
書
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
も
日
常
、
活
字
に
触
れ

る
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
り
業
務
上
の
資
料
や
必
要
な
知
識
に
関
す

る
情
報
が
比
較
的
た
や
す
く
得
ら
れ
る
世
の
中
に
な
り
、

昔
ほ
ど
活
字
に
頼
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
普
段
殆
ど
手
に
す
る
こ
と
が
な
い

過
去
に
発
行
さ
れ
た
各
種
の
年
史
、
ま
た
は
雑
誌
類
等

の
中
に
貴
重
な
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

必
要
な
と
き
に
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
幾
度
か
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
出
版
物
は
そ
れ
を
通
し
て
読
む
と
い

う
よ
り
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
存
し
て
お
く
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
も
そ
の
場
限
り
で
な
く
、
将
来

に
わ
た
り
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
念
頭
に
、
道
路
局
の
ご
協
力
を
得
て
よ
り
一
層

編
集
内
容
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
読
者
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う

努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

(
u
)

12月号の特集テーマは ｢路面電車｣ の予定です。




